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Abstract
 Upbringing of the practical leadership is demanded in the teachers college. NIFS was carried out a review 
of systematic and systematic health physical education teacher training curriculum. In the class of the Health and 
Physical Education Law Ⅳ, we examined the program development for students with high willingness to aim of 
teachers. Students repeated reflection by the unit structure diagram, mock lesson and video viewing, aimed at the 
development of unit design power and overhead power, improvement of teacher teaching skills and development 
of introspective thinking and tuition fix force in 2013. As a result, the effectiveness has been suggested in the 
development of class configuration capabilities and practical leadership from consciousness changes in the student's 
pre-post. But the limits of lack such as simulated lesson of reality among university students were also revealed. 
Accordingly, fiscal 2014, it was added to the class experience in research collaboration junior high school to the 
program cycle of the past. In addition, knowledge and experience learning model (Kolb, D.) in Physical Education of 
the past while based, et al., And incorporating the program with enhanced opportunities for introspective reflection by 
video viewing. And from quality assurance point of view of leadership, utilizing the university version unit structure 
diagram, we proceeded to clarify the planning and guidance content of lesson plans based on the planning of teaching 
and evaluation. As a result, in that it is recognized to be of particular importance for the lesson planning, in addition 
to that, "Understanding the Course of Study" is being felt to be important, "Understanding of student", "flexibility 
to respond to the situation." changes were observed in the field. In addition, from the reflection of the university 
version unit structure diagram, fix a problem that Support to the school hours outside challenge, re-examination of 
the evaluation opportunities of analytical challenges and examination of evaluation method for evaluating the fixing 
of the general skills became clear.

Keywords: aunit structure diagram, active learning, health and physical education teacher training, practical 
leadership
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Ⅰ．序論
１．大学教育におけるアクティブ・ラーニング型

授業導入の背景

　大学教育においては，専門的知識・理解，総合

的な学習経験，創造的志向，汎用的技能，態度・

志向性などを兼ね備えた「学士力」の育成（文部

科学省，2008）をねらいとする能動的学習（アク

ティブ・ラーニング）の充実が求められている．

松下（2015）は，アクティブ・ラーニングの一般

的特徴として，学生は，授業を聴く以上の関わり

をしていること，情報の伝達より学生のスキルの

育成に重きが置かれていること，学生は高次の思

考（分析，総合，評価）に関わっていること，学

生は活動（例：読む，議論する，書く）に関与し

ていること，学生が自分自身の態度や価値観を探

究することに重きが置かれていること，認知プロ

セスの外化を伴うことなどの要件を挙げている．

　すなわち，アクティブ・ラーニングとは，単に

授業スタイルの工夫を指すものではなく学術的に

明らかにされた原理や原則や学問領域を特徴づけ

る専門的技術の実践的活用を通して，内省的思考

力を高め，深い理解を促し汎用的に活用していけ

る資質・能力を育成することにあると言える．

　また，体験学習の教育的効果の論議は，アメリ

カの教育学者 Jon Dewey（1910）が提唱した問題

解決学習に端を発している．Jon Deweyは，問題

の解決は，「人間の具体的な環境の中で，ある問

題に突き当たったとき初めて主体的に行われる」

と論じ，その解決のための反省的思考（reflective 

thinking）に基づく問題解決の思考過程を重視し

ている．体験的学習の手法を確立したのは，1940

年代にグループダイナミクス研究の創始者である

Kurt Lewinと言われる（佐藤・佐野，2004）．津

村（1991）は，この学習法を体験学習法として紹

介し，小柳（2004）は，アクション・リサーチ

の源流として紹介している．Kolb, D.ら（1971）

は，新しい行動を修正したり，今までの行動を修

正したりするための体験学習モデル（Experiential 

Learning Model）を提唱した．この理論が野外教

育の理論的根拠となったことを林・飯田（2002）

が明らかにしている．

　筆者（2005）は，Kolbの体験学習モデルを背

景として高等学校において野外活動プログラムを

３年間にわたり継続的に実施することで，クラス

要約（和訳）
　教員養成では，実践的指導力の育成が求められている．本学では，体系的・系統的な保健体育科教員養
成カリキュラムの見直しの中で，保健体育科教育法Ⅳでは，教員の目指す意欲の高い学生に対するプログ
ラム開発を検討し，2013年度は，単元構造図，模擬授業，ビデオ視聴による省察を繰り返すことで，単元
設計力・俯瞰力の育成，教師指導技術の向上，内省的思考力及び授業修正力の育成を目指した．その結果，
学生の事前事後の意識変化から授業構成力や実践的指導力の育成に有効性が示唆されたが，大学生同士の
現実感の欠如など模擬授業の限界も明らかとなった．
　そこで，2014年度は，これまでのプログラムサイクルに研究連携中学校における授業体験を加え，これ
までの体育科教育における知見及び体験学習モデル（Kolb, D.）らをベースとしつつ，ビデオ視聴による
内省的省察の機会を強化したプログラムを取り入れた．また，指導の質保証の視点から，大学版単元構造
図を活用し，指導と評価の計画に基づく授業計画の立案及び指導内容の明確化を進めた．
　その結果，授業づくりについて特に重要であると認識した点において，「学習指導要領の理解」が重要
であると感じている点は，2013年度に実施した事後アンケート（９項目）の結果と同様であるが，2014年
度は，さらに「生徒の理解」，「状況に柔軟に対応すること」等の項目に変化が認められた．
　また，大学版単元構造図の省察から，授業時間外課題へのサポート，分析的課題の評価機会の再検討，
汎用的技能の定着を評価するための評価方法の検討などの修正課題が明らかとなった．

Keywords: 単元構造図，アクティブ・ラーニング，保健体育科教員養成，実践的指導力
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の凝集性や帰属意識に寄与することを報告した．

　これらの問題解決型学習の研究においてのアプ

ローチの違いはあるが，共通する留意点として，

活動や共同といった体験をさせることが重要なの

ではなく，その活動を通して身につけさせたいこ

とを提供者側が明確にしていることであり，活動

を終えた後に深い気づきをもたらす内省的・反省

的リフレクションの機会を提供し，答えを授ける

のではなく自らが自覚的に気付くことが重要と言

える．その成果として，学習者は，体験を通して

自ら知識や技能を獲得したり，新たな課題を発見

したりすることで，次の新たな学びを生み出すと

いうサイクルを定着させ，自発的な学習能力を高

めることにある．

　カリキュラム提供者は，緻密な授業設計によっ

て，意図性のある活動を段階的に提供し，活動の

完遂が最終目的ではなく，混乱や失敗体験も含め

たプロセスの中で学習者間の相互作用，コーディ

ネーターとしての教師の働きかけによって，深い

学びに導けたかどうかが重要となると言えよう．

２．2013年度保健体育科教育法Ⅳの取組と課題

　近年，教員養成段階においては「実践的指導力」

の育成が求められ，講義による学習指導要領の理

解のみに留まらず，授業計画，指導実践，省察の

連続体験を通したカリキュラム開発の必要性が高

まっている．

　教員養成系の大学では，学生が教師役や生徒役

を務める模擬授業を実施し，その授業について評

価・省察する実践が行われている．筆者の所属す

る大学においてもカリキュラム改訂に際して，保

健体育科教育法全体の授業内容を体系的に見直

し，2013年度開講の保健体育科教育法Ⅳの授業で

は，教員採用後に求められる授業構築力・修正力

等の育成を図ることをねらいとし，単元計画及び

学習指導案の作成に基づく模擬授業を行い，撮影

した授業映像を振り返り，フィードバックを図っ

た（佐藤・栫，2015）．また，授業提供側の指導

内容を構造的に分析し修正を図るため，保健体育

科教育法Ⅳの授業計画の際に大学版単元構造図の

作成を試みた．

　受講学生の事後アンケートからは，単元構造図

の作成→模擬授業→映像を見ての振り返りという

一連の流れの反復は，授業構成力や実践的指導力

の育成に有効であり，各自の指導能力の把握や課

題が明確となったと捉えていることが示唆され

た．一方で，授業担当者の省察においては，生徒

役が学生であることから，生徒の実態に応じた助

言や発問，対応などを体験するための，模擬授業

における役割カードの導入や実際の学校現場の指

導体験を組み込むこと，健康・安全の確保が求め

られる領域の指導技術の確認，指導経験の少ない

領域を取り上げる際の時間配当等が課題として挙

げられた．

３．本研究の目的

　本研究は，現在の中央教育審議会の論議に見ら

れるアクティブ・ラーニング型授業の導入の要

請，体験学習モデルによる教育実践を背景とし，

2013年度保健体育科教育法Ⅳのカリキュラムを修

正し，鹿屋体育大学における教育実習前の実践的

指導力の育成を目的としたプログラムを検討した

ものである．

　2014年度開講の保健体育科教育法Ⅳでは，2013

年度に行った「単元構造図の作成，模擬授業の実

施，映像視聴の連続体験」に加え，「中学校にお

ける授業体験」を組み込んだ新たなプログラムを

実施した．本稿では，2014年度開講の保健体育科

教育法Ⅳの授業実践の概要と，受講学生の事後ア

ンケート及び教師側が設定した単元構造図と学習

評価の省察について報告する．

Ⅱ．2014年度における保健体育科教育法Ⅳ
の授業実践の概要と成果

１．授業設計の意図

　「アクティブ・ラーニング型授業」プロクラム

の基本的な構造は，Kolb（1971）らが開発した体

験学習理論（①具体的な体験，②体験の内省と観
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察，③一般化，④仮説化）や小柳（2004）の整理

によるアクション・リサーチproactive型（①実践，

②希望と起こりうる出来事の明確化，③データの

収集，④データの意味解釈，⑤改善のための選択

的方法の省察，⑥別の実践を試みる）を参考とし

ながら，単元構造図による授業設計，大学模擬授

業における模擬実践，連携中学校における授業体

験を柱として，模擬授業及び授業体験後には，映

像視聴による視点を重点化した振り返りによって

自身及び他者の教師行動を観察評価し修正を図る

こととした（図１）．

　単元構造図による授業設計は，単元を俯瞰し，

学習指導要領で示されている技能，態度，知識，

思考・判断の指導内容のうち，提供する１時間で

何を重点化して指導するのか，また，何を学習評

価するのかを特定することで，実施時間で生徒に

「何を教え，何を身につけさせるのか」を明確に

する．指導経験の少ない学生にとっては，当該時

間の技能の師範や内容の理解が優先され，単元と

いった連続する時間で授業が構築されていること

の意識を持ちにくいため，学習サイクルの繰り返

しを通して，単元の俯瞰の中で当該時間が提供さ

れていることを実践的に体験する．

　また，2013年度の模擬授業のみの体験では，大

学生が生徒役であることから，現実的な生徒とは

異なる突発的な対応機会が創出しにくい（佐藤・

栫，2015）という課題に対して，中学校における

実際の生徒への指導を体験（実践的授業体験）す

ることで，教師側が求める資質・能力を体験的に

実感しやすくなることを想定している．

　この一連の体験学習サイクルの中で ,観察の視

点を教師行動の授業マネージメント等の基礎的条

件を中心とした省察から，授業の根幹である内容

的条件の省察に移行することで，授業の本質的な

理解と自身の課題への深い気付きを引き出すこと

で，授業設計力及び授業修正力の向上を意図した

ものである．

２．履修・開講状況

　受講生は2015年度に教員採用試験を受験予定の

大学３年生14名（男子：12名，女子：２名）で受

講生全員が教育実習前の時期であった．授業は

2014年10月～2015年２月の期間で，授業回数は全

15回であった．授業担当者は2013年度と同じ２名

（授業担当者Ａ：教授，授業担当者Ｂ：非常勤講

師）で行った．

３．授業計画

　2014年度は，本大学の連携協力校であるＨ中学

校と事前に協議を行い，授業の趣旨を理解いただ

いた上で，授業協力の承諾を得た．授業計画にあ

たり，大学の授業日・時間と中学校の保健体育の

時間割を検討し，１年生から３年生まで各学年で

授業を行えるよう，日程調整を行った．その結果，

「器械運動・中学２年生」，「保健・中学３年生」，

「球技（バスケットボール）・中学１年生」の授業

で授業体験を実施することとなった．さらに，指

導が難しいとされる「ダンス」領域について学内

模擬授業のみ全員が実施できるよう計画に追加し

た．2013年度の授業と同様，全15回の保健体育科

教育法Ⅳの「単元構造図」を作成して授業実施計

画を行った．単元構造図は，授業担当者Ｂが原案

を作成し，開発者である授業担当者Ａが修正・加

筆を繰り返すことで，単元構造図を介した授業設

計の共有を図った．評価の割合は，情意的領域は

20％，認知的領域及び技能的領域は40％とした

（図２）．なお，この単元構造図の簡易版を，授業

初回のオリエンテーション時に学生に提示した．

単元構造図による設計

模擬授業

実践的授業体験

仮説化

ビデオ視聴に
よる内省的省
察、一般化ビデオ視聴に

よる自己評価、
他者評価

実
践
的
指
導
力

実践2
実践3

実践4

＜教師側＞学習指導要領、単元設計（内容配置、領域の特性理解、教材化、学習
評価）、教授技術（発声、板書、視線、指示、師範、個別支援）等の知識
や技術の重点化

＜受講学生＞

図１　アクティブ ・ ラーニング型授業モデル
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４．学生の授業内での取り組み

　学生は，６グループ（Ａ～Ｆ班），各２～３名

に分け，中学校での「器械運動」，「保健」，「バス

ケットボール」の授業担当班を決めた．単元構造

図の作成は，担当に関わらず，全班が全分野につ

いて行った．単元構造図作成後に全班分の単元構

造図および授業計画を発表し合い，授業担当班

は，各班の発表を参考に，実際に中学校で行う授

業計画を立て，学習指導案（時案）及び教材づく

りを行った（資料１～３）．中学校の授業（対象

生徒：器械運動22名，保健21名，バスケット35

名）では，担当班以外の学生も生徒に指導する場

面を作れるよう工夫した授業計画を立てた．次に

作成した学習指導案をもとに担当班の授業者（教

師役）が，中学校での50分の授業を想定した学内

模擬授業を行った．学内模擬授業では，学生が生

徒役をつとめ，模擬授業終了後，授業者（教師役）

と受講者（生徒役）の学生で授業反省及び意見交

換を行った．模擬授業の様子は，動画撮影し，模

擬授業後に授業映像を編集し，学内の e-ラーニン

グシステムであるWebClassにアップした．授業

者（教師役）の学生は，授業映像と授業反省を踏

まえ，授業担当者Ａの指導を仰ぎながら再度指導

案及び教材を修正した．最終確定した学習指導案

（時案）は，中学校の授業体験前に中学校側に持

参し，保健体育科教員との間で情報を共有した．

実際の中学校の授業体験では，学習指導案（時案）

に基づき，担当班の学生が教師役を務め，担当班

以外の学生も指導に加わった．授業体験の様子

は，３台のカメラを使って，教師役の学生の動き

や授業全体の動き，生徒の動きをとらえられるよ

う動画撮影し，授業体験後に授業映像を編集し，

学内模擬授業の時と同様にWebClassにアップし

た

　受講生に次週の授業までに，映像をチェックし

ながら，リフレクションレポートを作成させ web

上で提出を求めた．省察課題については，４回の

模擬授業を通して，基礎的条件である「声の大き

さ」や「視線・表情」，「指示・説明」などの教師

行動から，内容的条件となる「教材の活用・工

夫」，「学習の進め方」などの授業展開に着眼点を

発展させた（図３）．なお，「ダンス」に関しては，

単元構造図の作成と学内模擬授業，リフレクショ

ンレポートの作成を実施した．以下の模擬授業で

作成した指導案及びリフレクションレポートにつ

いて例を示す．生徒・学生には，事前に，提出物

に関しては，個人の名前や情報などを特定できな

い形で報告書や学会，論文等に公表することがあ

る旨を口頭・書面にて確認し，了承を得られた資

料を採用した．

（資料１） 器械運動：学生作成単元構造図例，学

習指導案例，リフレクションレポート例

（資料２） 保健：学習指導案例，学習ノート例，

リフレクションレポート例

（資料３） バスケットボール：学習指導案例，学習

ノート例，リフレクションレポート例

Aゾーン

B-1ゾーン

B-2ゾーン

B-3ゾーン

Cゾーン

図２　2014年度保健体育科教育法Ⅳ　単元構造図（A・B・Cゾーン）

図３　2014 年度保健体育科教育法Ⅳ　単元構造図（B・C ゾーン拡大）
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５．授業の成果

　アンケートを第１回目のオリエンテーション時

と全15回の授業終了後に実施した．アンケートの

内容は授業評価（成績）に反映されないことを口

頭・文書にて確認の上，実施した．有効回答は13

名（男子：11名，女子：２名）であった．調査内

容は，①教員・授業づくりへの印象（授業受講前・

授業受講後），②単元構造図および授業計画の作

成，模擬授業（教師役・生徒役・観察者役），映

像を視聴してのリフレクションレポートの作成，

保健体育科教育法Ⅳの授業全体についての感想・

意見，③授業づくりについて特に重要であると認

識した点，④授業を受講しての自分自身の変化で

あった．
（1）教員・授業づくりへの印象（授業受講前・授

業授業後の比較）

　対応のあるｔ検定を用いて授業受講前と受講後

の値の比較を行った結果（図４），「教員になれる

気がする」の項目が授業受講後に有意に高くなっ

ていた（p = 0.02）．また，「教員になりたい」の

項目は，授業受講前・受講後ともに4.9 ± 0.4点

（平均±標準偏差）と非常に高い値を示した．学

内模擬授業や中学校での授業体験などの実際の経

験が，教員を目指す上での自信に繋がり，さらに

教員になりたいという意志も維持できた可能性が

示唆された．
（2）単元構造図および授業計画の作成について

　表１は，単元構造図および授業計画作成後の効

果感を示したものである．全項目において4.5点

以上の高い点を示し，「授業目標・内容の理解が

深まった」，「授業時の教師行動（声の大きさ・板

書・発問・示範・観察など）について理解が深まっ

た」，「授業を行う上で，単元構造図の作成は必要

である」の項目については，満点の5.0点であっ

た（表１）．受講生自身が単元構造図や指導案の

作成を行うことで，教師行動との関連性について

まで理解を広げられた可能性が示唆された．
（3）学内模擬授業について

　表２は，学内模擬授業後の効果感を示したもの

である．全項目において4.5点以上の高い点を示

し，「学習指導要領の理解が深まった」の項目は

満点の5.0点であった（表２）．また，「授業目標・

内容の理解が深まった」，「教えるべき内容の理解

が深まった」，「教材づくりについて理解が深まっ

た」，「授業時の教師行動（声の大きさ・板書・発

問・示範・観察など）について理解が深まった」，

「一時間の授業だけではなく，単元として授業の

全体像をとらえることができた」の項目に関して

とても
そう思う

どちらとも
いえない

全く
そう思わない

p = 0.02

授業受講前 v.s. 授業受講後：対応のあるｔ検定（SPSS Ver.16）

少し
そう思う

あまり
そう思わない

図４　教員・授業づくりへの印象 （授業受講前・授業受講後の比較）

※とてもそう思う（５）・少しそう思う（４）・どちらともいえない（３）・あまりそう思わない（２）・全くそう思わない（１）まで５件法にて回答

NO 質問

1 0.0±0.5たっま深が解理の容内・標目業授

2 3.0±9.4たっま深が解理の容内きべるえ教

3 4.0±8.4たっま深が解理ていつに価評と標目

4 4.0±8.4たっま深が解理ていつに会機価評

5 年間計画と単元計画について理解が深まった 4.9 ± 0.4

6 4.0±8.4たっま深が解理ていつにりくづ材教

7 5.0±6.4たっま深が解理ていつに程過習学

8 目標に準拠した評価について理解が深まった 4.9 ± 0.4

9 5.0±7.4たっま深が解理の領要導指習学

10 教材の特性について理解が深まった 4.5 ± 0.5

11
授業時の教師行動（声の大きさ・板書・発問・示範・観察

など）について理解が深まった
5.0 ± 0.0

12 授業時の生徒の学習形態について理解が深まった 4.8 ± 0.4

13
一時間の授業だけではなく、単元として授業の

全体像をとらえることができた
4.8 ± 0.4

14 授業を行う上で、単元構造図の作成は必要である 5.0 ± 0.0

平均値±標準偏差

表１　単元構造図および授業計画作成の授業後の効果感

表２　学内模擬授業後の効果感

NO 質問

1 4.0±9.4たっま深が解理の容内・標目業授

2 3.0±9.4たっま深が解理の容内きべるえ教

3 5.0±6.4たっま深が解理ていつに価評と標目

4 5.0±5.4たっま深が解理ていつに会機価評

5 年間計画と単元計画について理解が深まった 4.8 ± 0.4

6 3.0±9.4たっま深が解理ていつにりくづ材教

7 5.0±6.4たっま深が解理ていつに程過習学

8 目標に準拠した評価について理解が深まった 4.8 ± 0.4

9 0.0±0.5たっま深が解理の領要導指習学

10 教材の特性について理解が深まった 4.8 ± 0.4

11
授業時の教師行動（声の大きさ・板書・発問・示範・観察

など）について理解が深まった
4.9 ± 0.4

12 授業時の生徒の学習形態について理解が深まった 4.7 ± 0.5

13
一時間の授業だけではなく、単元として授業の

全体像をとらえることができた
4.9 ± 0.3

平均値±標準偏差

※とてもそう思う（５）・少しそう思う（４）・どちらともいえない（３）・あまりそう思わない（２）・全くそう思わない（１）まで５件法にて回答
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も，平均点が4.9点と非常に高い点を示した．実

践的な模擬授業を通して，授業に関する多角的な

理解が促された可能性が示唆された．
（4）中学校での模擬授業体験について

　表３は，中学校での模擬授業体験後の効果感を

示したものである．全項目において4.7点以上の

非常に高い点を示し，「授業目標・内容の理解が

深まった」，「授業時の教師行動（声の大きさ・板

書・発問・示範・観察など）について理解が深まっ

た」，「学内模擬授業の時とは異なる発見があっ

た」の項目は満点の5.0点であった（表３）．実際

の中学生を前にしたリアル感のある授業は，学生

達にとって非常に学びの多い場であったことが推

察された．
（5）授業映像を視聴してのリフレクションレポー

ト作成について

　表４は，学内模擬授業および中学校での模擬授

業体験の映像視聴を通してのリフレクションレ

ポート作成の効果感を示したものである．全項目

において4.4点以上の高い点を示し，「教えるべき

内容の理解が深まった」，「教材づくりについて理

解が深まった」，「目標に準拠した評価について理

解が深まった」，「授業時の教師行動（声の大き

さ・板書・発問・示範・観察など）について理解

が高まった」，「自分自身の授業を客観的に観察す

ることは，教授技術の改善に有効であった」，「自

分以外の人の映像を見て評価を行うことは，自分

自身の授業改善に役立った」，「授業時には気付か

なかったが，映像視聴によって新たな発見ができ

た事象があった」の７項目は平均点が4.9点で非

常に高い値を示した（表４）．授業映像を視聴し

てのリフレクションレポートの作成は，「授業映

像および e-ラーニングの活用」（鬼澤ら，2012，

藤田，2013）の指摘と同様，授業づくりに関する

理解を深めると共に映像視聴を通して客観的に自

分自身を振り返ることができる機会を保障できる

可能性が示唆された．
（6）保健体育科教育法Ⅳの授業全体について

　表５は，保健体育科教育法Ⅳの授業全体を通し

ての効果感を示したものである．「単元構造図作

成→模擬授業→映像視聴によるレポート作成の一

連の作業を繰り返すことは，授業構成力の育成や

授業スキルの向上に有効である」，「保健体育科教

育法Ⅳを受講して，自分自身の成長を実感でき

た」，「保健体育科教育法Ⅳを受講して，自分自身

の課題が明確になった」の３項目すべて4.9点以

上の非常に高い値を示し（表５），中学校での授

業体験を取り入れた保健体育科教育法Ⅳの授業

は ,学生自身が有効性や授業を通しての成長を実

NO 質問

1 0.0±0.5たっま深が解理の容内・標目業授

2 3.0±9.4たっま深が解理の容内きべるえ教

3 3.0±9.4たっま深が解理ていつに価評と標目

4 4.0±8.4たっま深が解理ていつに会機価評

5 年間計画と単元計画について理解が深まった 4.9 ± 0.3

6 4.0±9.4たっま深が解理ていつにりくづ材教

7 5.0±7.4たっま深が解理ていつに程過習学

8 目標に準拠した評価について理解が深まった 4.9 ± 0.4

9 0.0±0.5たっま深が解理の領要導指習学

10 4.0±9.4たっま深が解理ていつに性特の材教

11
授業時の教師行動（声の大きさ・板書・発問・示範・観察

など）について理解が深まった
5.0 ± 0.0

12 授業時の生徒の学習形態について理解が深まった 4.8 ± 0.4

13
一時間の授業だけではなく、単元として授業の

全体像をとらえることができた
4.8 ± 0.4

14 学内模擬授業の時とは異なる発見があった 5.0 ± 0.0

平均値±標準偏差

※とてもそう思う（５）・少しそう思う（４）・どちらともいえない（３）・あまりそう思わない（２）・全くそう思わない（１）まで５件法にて回答

表３　中学校での模擬授業体験後の効果感

NO 質問

1 6.0±8.4たっま深が解理の容内・標目業授

2 3.0±9.4たっま深が解理の容内きべるえ教

3 7.0±5.4たっま深が解理ていつに価評と標目

4 7.0±4.4たっま深が解理ていつに会機価評

5 年間計画と単元計画について理解が深まった 4.5 ± 0.7

6 4.0±9.4たっま深が解理ていつにりくづ材教

7 5.0±5.4たっま深が解理ていつに程過習学

8 目標に準拠した評価について理解が深まった 4.9 ± 0.4

9 7.0±6.4たっま深が解理の領要導指習学

10 教材の特性について理解が深まった 4.8 ± 0.4

11
授業時の教師行動（声の大きさ・板書・発問・示範・観察

など）について理解が深まった
4.9 ± 0.4

12 授業時の生徒の学習形態について理解が深まった 4.8 ± 0.4

13
一時間の授業だけではなく、単元として授業の

全体像をとらえることができた
4.7 ± 0.6

14
自分自身の授業を客観的に観察することは、教授技術

の改善に有効であった
4.9 ± 0.3

15
自分以外の人の映像を見て評価を行うことは、自分自

身の授業改善に役立った
4.9 ± 0.4

16
授業時には気付かなかったが、映像視聴によって、新

たに発見できた事象があった
4.9 ± 0.4

17 4.0±8.4たれさ進促が習自学自

18

毎回のレポート課題において、様々な観点から評価を

行うことで、授業を行う上でのポイントをより明確に理

解することができた

4.8 ± 0.4

平均値±標準偏差

※とてもそう思う（５）
少しそう思う（４）
どちらともいえない（３）
あまりそう思わない（２）
全くそう思わない（１）

まで５件法にて回答

表４　授業映像を視聴してのリフレクションレポート作成の効果感

NO 質問

1

単元構造図作成→模擬授業→映像視聴によるレポー

ト作成の一連の作業を繰り返すことは、授業構成力の

育成や授業スキルの向上に有効である

5.0 ± 0.0

2
保健体育科教育法Ⅳを受講して、自分自身の成長を実

感できた
4.9 ± 0.4

3
保健体育科教育法Ⅳを受講して、自分自身の課題が

明確になった
5.0 ± 0.0

平均値±標準偏差

※とてもそう思う（５）・少しそう思う（４）・どちらともいえない（３）・あまりそう思わない（２）・全くそう思わない（１）まで５件法にて回答

表５　保健体育科教育法Ⅳ授業全体の効果感
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感し ,今後取り組むべき自己の課題について前向

きに捉えている可能性が示唆された．
（7）授業づくりについて特に重要であると認識し

た点

　表６は，授業づくりについて特に重要である

と認識した点について，回答割合を示したもの

である．全15項目の中から，最も当てはまるも

の３つを回答させた．授業前には，「教材の工夫

（61.5％）」や「楽しく行うこと（53.8％）」の項

目が50％以上で上位を占めていたが，授業後に

は，「学習指導要領の理解（61.5％）」，「生徒の理

解（46.2％）」が上位を占め，「状況に柔軟に対応

すること」の割合が授業前と比較して授業後に有

意に上昇し（15.4％→30.8％），反対に「楽しく行

うこと」は授業前と比較して授業後に有意に減少

した（53.8％→30.8％）（表６）．

　「学習指導要領の理解」が重要であると感じて

いる点は，2013年度に実施した事後アンケート

（９項目）の結果と同様である（佐藤・栫，2005

印刷中）が，2014年度では，さらに「生徒の理解」，

「状況に柔軟に対応すること」等の項目に変化が

認められた．

　学内模擬授業の体験によって，部活動の指導の

ように技術指導中心の価値観から全員が楽しめ

るようにといった指導観の変化（浅い理解の段

階）がこれまでの授業においてもしばしば見られ

た．しかしながら，実際の学校現場における実際

の授業は，一過性の楽しさを提供しているのでは

なく，３年間という長期的な視点から単元を検討

し，学習指導要領に示された内容を具体的に解釈

し，生徒の実態・実情に応じて教材化し，日常の

授業で起こる想定外の反応や状況の変化にあわせ

た指導が求められる．2014年度における中学校体

験授業を組み込んだアクティブ・ラーニング型授

業の受講学生の変化は，特に「生徒理解」，「状況

への対応」など授業づくりで求められる重要な視

点（深い理解の段階）に気付く機会となったこと

が伺える．
（8）授業を受講しての自分自身の変化

　表７は，保健体育科教育法Ⅳの授業を受講して

の自分自身の変化について，回答割合を示したも

のである．全15項目の中から，最も当てはまるも

の３つを回答させたが，授業前は「自分の教授

技術の課題の明確化（53.8％）」，「自分の指導能

力の把握（53.8％）」，「教員採用後の有用な経験

（46.2％）」，「授業づくりの課題の克服（38.5％）」

が上位を占め，授業後においても「自分の教授

技術の課題の明確化（61.5％）」が最上位となり，

同率で「教師になる認識が高まった（61.5％）」，

次点で「自分の指導能力を把握できた（38.5％）」

の回答が上位を占めた（表７）．これらの結果は，

学生自身がこの保健体育科教育法Ⅳの授業に期待

をしていた事柄が授業を通して学ぶことができた

と実感していると考えられ，また，新たに「教師

になる認識が高まった」の項目が上位に上がって

いることから，実際の授業の計画や教材づくり，

授業受講前 v.s. 授業受講後：カイ二乗検定（SPSS Ver.16）

NO 項目 有意差

1 単元全体で考えることが重要である 38.5 ％ 38.5 ％

2 楽しく行うことが重要である 53.8 ％ 30.8 ％ ※

3 学習規律を保つことが重要である 0.0 ％ 7.7 ％

4 教材の工夫が重要である 61.5 ％ 7.7 ％

5 学習指導要領の理解が重要である 23.1 ％ 61.5 ％

6 生徒の理解が大切である 38.5 ％ 46.2 ％

％0.0％0.0るあで切大が援支別個7

8 自身の師範技術が大切である 0.0 ％ 7.7 ％

9 教材特性を理解することが大切である 7.7 ％ 0.0 ％

10 経験を積むことが大切である 38.5 ％ 30.8 ％

11 状況に柔軟に対応できることが大切である 15.4 ％ 30.8 ％ ※

12 体力を高めることが大切である 7.7 ％ 0.0 ％

13 技能を保障することが大切である 0.0 ％ 0.0 ％

14 生徒間の教え合いの機会保障 0.0 ％ 23.1 ％

15 考える機会の保障が大切である 15.4 ％ 15.4 ％

割合 割合

授業前 授業後

※：p < 0.05

表６　授業づくりについて特に重要であると認識した点

表７　授業を受講しての自分自身の変化

NO 項目 有意差

1 教育実習への不安が払拭できた 15.4 ％ 7.7 ％ ※

2 自分の教授技術の課題を明確にできた 53.8 ％ 61.5 ％

％5.16％4.51たっま高が識認るなに師教3

4 教員への向き不向きを見極められた 15.4 ％ 0.0 ％

※％7.7％4.51たっま高が力察観の業授5

％0.0％0.0たっま高が力察省6

7 仲間（同僚）と協同する力が高まった 7.7 ％ 15.4 ％

％4.51％0.0たえわ味が感成達のりくづ業授8

9 教員採用後に有用な経験ができた 46.2 ％ 23.1 ％

％5.83％8.35たきで握把が力能導指の分自01

11 指導が上達するプロセスが体験できた 15.4 ％ 0.0 ％

％7.7％7.7たっま高が力応対のへ化変況状21

13 授業づくりの課題が克服できた 38.5 ％ 0.0 ％

％1.32％4.51たっなに確明がかきべすを何41

％1.32％0.0たい付に身が度態るけ続び学51

割合

授業前

(期待）

授業後

（結果）

割合

※：p < 0.05

授業受講前 v.s. 授業受講後：カイ二乗検定（SPSS Ver.16）
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実際の中学校での授業体験を通して，教師の仕事

を体験できたことが大きく関係している可能性が

示唆された．

　一方で，事前・事後において，「教育実習への

不安が払拭できた」の項目が15.4％→7.7％，「授

業の省察力が高まった」の項目が15.4％→7.7％

と，有意な低下傾向が見られた．このことは，指

導すべき内容の理解や身につけるべき技術や能力

の認識の高まりによって自身の課題や客観的な自

己把握が進むことで，より不安が高まり，洞察す

ることの難しさを認識できたものと言える．「学

びつづける教員像」として，モデルとなる教員の

多くが「わかっていないことがわかる」という認

識をもち，常に現状に満足せず，謙虚で良い授業

を構築したいという情熱を有していることから

も，客観的な自己認識が深まったものと推察され

る．

Ⅲ．受講学生の成果からみた大学版単元構造
図による授業担当者の省察

　これらの結果をもとに，授業担当者Ａ・Ｂは，

授業終了後に，保健体育科教育法Ⅳにおいて作成

した大学版単元構造図の省察を行った．

　特に今年度は，指導と評価の重点化を進め，１

回の授業において指導機会と評価機会のバランス

を再検討し，評価規準を１～２つに絞り込み評価

機会を設定した（図５）．

　また，授業担当者の省察の手続きとして次の視

点から修正を進めた．

１．設定した評価規準の学生の実現状況（Ｃゾー

ン）

　学習評価については，2013年度の３段階による

評価から表８に示す５段階の評価に改めた．それ

により，学生の実現状況をより細かく記録できる

こと，各観点から総括的評定への精度を高めるこ

とを意図した．また，表８の判定指標によって５

段階で形成的評価を行い，観点毎の配点に応じて

100点満点に換算し大学の設定する成績基準に換

算することとした．

　評価方法については，情意的領域は，授業担当

者による観察及びWebClassにおけるアクセス状

況及びレポートの記載状況から評価を行った．ま

た，認知的領域については，レポートの記載内容

を分析的に評価した．さらに，技能的領域につい

ては，提出された単元構造図の成果物から評価を

行い，体験授業及びダンスの学内授業の教師行動

について当日の行動観察及びビデオ映像により評

価を行った．いずれも授業担当者Ａ・Ｂがそれぞ

れ評価を行い，評価結果が異なる場合は，合議に

より妥当性を検討した．

　観点別の評価結果を表９に示した．情意的領域

では，①単元構造図の作成を通して，学習内容の

理解に意欲的に取り組もうとする，②互いの教授
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図５　2014 年度保健体育科教育法Ⅳの授業における評価機会

表８　評価規準 （B） を基準とした判断の目安

表９　設定した評価規準の学生の実現状況

定判安目の断判

十分な達成状況であり,その成果が特にすぐれているもの A〇

十分な達成状況であるもの A

概ね満足と判断できるもの B

達成に課題が見られるもの B×

達成に課題がみられるもののうち,特に手だてが必要なもの C

A○ A B B× C
78.6% 0.0% 21.4% 0.0% 0.0%

78.6% 0.0% 21.4% 0.0% 0.0%

35.7% 35.7% 7.1% 0.0% 0.0%

総合 64.3% 11.9% 23.8% 0.0% 0.0%

7.1% 85.7% 7.1% 0.0% 0.0%

42.9% 42.9% 14.3% 0.0% 0.0%

35.7% 57.1% 7.1% 0.0% 0.0%

総合 46.4% 46.4% 7.1% 0.0% 0.0%

7.1% 42.9% 50.0% 0.0% 0.0%

　イ　 応答、助言、示範、観察・巡回

　ウ　生徒への対応

35.7% 64.3% 0.0% 0.0% 0.0%

総合 21.4% 46.4% 32.1% 0.0% 0.0%

0.0% 0.0%

③指示された教授技術の課題解決に向けて、映像分析に意欲的に取り組もうとする。

思
考
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①領域の特性や想定した生徒の実情に応じた指導法を見つけている。

②自己の教授技術について、修正すべき課題を見つけている。

③仲間の教授技術について、修正すべき課題を指摘している。
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③模擬授業を通して、内容的条件に着目した授業展開ができる。

知

識
・
理
解

①学習指導要領に示された指導内容を理解している。

②授業づくりのための、単元計画、適切な教材の設定、授業、学習評価が

　一連のプロセスであることを理解している。

③単元を俯瞰するための単元構造図の作成手順を理解している。

④授業を行うための基本的な教師行動があることを理解している。

関
心
・

意
欲
・
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度

①単元構造図の作成を通して、学習内容の理解に意欲的に取り組もうとする。

②互いの教授スキルの向上に向けて、教えあい高めあおうとする。

100.0% 0.0% 0.0%

14.3% 50.0% 35.7%
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スキルの向上に向けて，教えあい高めあおうとす

る，という観点における評価分布は，いずれもＡ

○：78.6％，Ａ：0.0％，Ｂ：21.4％，Ｂ×：0.0％，

Ｃ：0.0％という結果であった．③指示された教

授技術の課題解決に向けて，映像分析に意欲的に

取り組もうとする，という観点における評価分布

については，Ａ○：35.7％，Ａ：35.7％，Ｂ：7.1％，

Ｂ×：0.0％，ｃ：0.0％であり，①，②について

は，いずれもグループ活動時における観察評価で

あり，Ｂの評価は，公式戦等による欠席のため評

価機会を別に設定した評価である．評価機会の欠

席者を除く学生は全てＡ○と評価できる状況であ

り，グループワークを通して学生間の学びの相互

作用が効果的に働いた結果であると考えられる．

一方，③の映像分析は，時間外の主体的な学びを

レポートから判断したものであるが，映像分析の

視点をあらかじめ明示したことが成果につながっ

たものと考えられるが，グループワークに対する

取り組みに比較して映像視聴の取り組みにＡ○の

頻度が低かったことは，授業外の時間において，

ビデオを視聴し内省するという作業に対して求め

られる時間外学習の効率的確保が学生にとってや

や差があることが原因と推察される．

　認知的領域については，知識・理解について

は，全ての学生がＡ○であった．これは，これま

での保健体育科教育法Ⅰ～Ⅲの成績上位者を対象

としていることから，基本的知識が定着してい

るためであると考えられる．また，思考・判断

については，①領域の特性や想定した生徒の実

情に応じた指導法を見つけている，Ａ○：7.1％，

Ａ：85.7％，Ｂ：7.1％，Ｂ×：0.0％，Ｃ：0.0％，

②自己の教授技術について，修正すべき課題を

見つけている，Ａ○：42.9％，Ａ：42.9％，Ｂ：

14.3％，Ｂ×：0.0％，Ｃ：0.0％であり，③仲間

の教授技術について，修正すべき課題を指摘して

いる，Ａ○：35.7％，Ａ：57.1％，Ｂ：7.1％，Ｂ

×：0.0％，Ｃ：0.0％と到達目標である評価規準

は満たしているが，評価分布にばらつきが見られ

た．①については，協力校の現職中学校教師の授

業を見学参加した３回目の評価であり，特に優れ

た状況（Ａ○）の学生が二つの観点に比べて少な

かったことは，学生の分析が深い洞察ができる状

況まで高まっていなかった段階で形成的評価を実

施したこと，ベテラン教師の授業から自身の課題

に置きかえて省察することの難しさ，実際の生徒

の実情のイメージが希薄であることなどが考えら

れる．評価規準もしくは評価のタイミングの修正

の検討が必要である．

　技能的領域においての評価分布は，①領域に応

じて単元構造図を作成できる，Ａ○：7.1％，Ａ：

42.9％，Ｂ：50.0％，Ｂ×：0.0％，Ｃ：0.0％，

②授業体験を通して，基本的な教師行動ができ

る，Ａ○：14.3％，Ａ：50.0％，Ｂ：35.7％，Ｂ

×：0.0％，Ｃ：0.0％，③模擬授業を通して，内

容的条件に着目した授業展開ができる，Ａ○：

35.7％，Ａ：64.3％，Ｂ：0.0％，Ｂ×：0.0％，Ｃ：

0.0％であり，①単元構造図の作成を通した授業

設計力や俯瞰力について，設定した観点で最もＢ

判定者が多く，次いで②の授業体験を通した教師

行動についてＢ判定者が多かった．本授業で最も

高めたい資質・能力であるが，教育実習前の学生

にとってはいずれも難易度が高い課題であると考

えられることから，学生の理解と技能が高まるよ

う手だての改善を検討する必要があると考えられ

る．

２．評価規準の実現状況（C ゾーン）と学習の流

れ（B-1ゾーン）の整合性

　大学版単元構造図（設計）において学生の評価

規準の実現状況（表９）も全ての学生が概ね満足

と判断される状況であることから，学習の流れ

は，一応の効果が得られる学習の流れであると考

えられる．

　しかしながら，最終回が協力校の授業進行の関

係から学内模擬授業のみとなったことについて，

さらに改善を検討する必要がある．
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３．指導機会のタイミングと学習の流れの順序性

の整合性（B-1，B-2，B-3ゾーン）

　単元構造図作成（設計），学内模擬授業，体験

授業，省察及び修正点に基づく単元構造図作成

（新たな設計）のサイクルの学習の流れを組み込

んだことで，単元設計の時間及び教材化検討の期

間に配当する時間が短くなった．一方，技能的領

域で求める①授業設計力，俯瞰力，②教師行動，

③授業修正力についての指導時間に多くの時間が

配当できたが，情意的領域で求めたい，教師とし

ての信念や情熱の醸成，認知的領域における内省

力の育成等ための時間の十分な保証が難しいこと

から，情意的領域，認知的領域については，グ

ループワークを通した協働的な学びのスタイルの

工夫と ICT活用による映像視聴による分析を採

用した．これらの方法及び効果については，さら

に効果的なアプローチの可能性を検討する必要が

ある．

４．単元全体を見通した修正の必要性（A，B，

C ゾーン）

　本研究で求めた体験学習サイクルは，15回の授

業では3.5回となっていることから，４サイクル

とするための修正を検討する必要がある．また，

体育授業については，危機管理等の健康・安全の

確保が求められる．学習指導案作成時には最重要

事項として指導はしているが，評価規準として設

定していないことから，基本的な指導技術のひと

つとして設定する必要がある．

Ⅳ．まとめと課題
　本システムは，これまで述べてきた取り組みか

ら，松下（2015）の指摘するアクティブ・ラーニ

ングの一般的特徴として挙げた「学生は，授業を

聴く以上の関わりをしていること，情報の伝達よ

り学生のスキルの育成に重きが置かれているこ

と，学生は高次の思考（分析，総合，評価）に関

わっていること，学生は活動に関与しているこ

と，学生が自分自身の態度や価値観を探究するこ

とに重きが置かれていること，認知プロセスの外

化を伴うことなど」の要件を満たすアクティブ・

ラーニング型の要件を満たしたものと言える．

　アンケート結果から，「教員になれる気がする」

という項目において有意な変化が認められたこと

から，本システムにおいて教師を目指す上での肯

定感は高まっている．

　また，「単元構造図および授業計画の作成」，「学

内模擬授業」，「中学校での授業体験」，「授業映像

を視聴」それぞれにおいて高得点が得られたこと

から，各サイクルは有効に機能していたものと考

えられる．授業全体についての回答においても，

中学校での授業体験を取り入れた保健体育科教育

法Ⅳの授業は，学生自身が有効性や授業を通して

の成長を実感し，今後取り組むべき自己の課題に

ついて前向きに捉えている可能性が示唆された．

　その上で，授業づくりについて特に重要である

と認識した点において，「学習指導要領の理解」

が重要であると感じている点は，2013年度に実施

した事後アンケート（９項目）の結果と同様であ

るが，2014年度では，さらに「生徒の理解」，「状

況に柔軟に対応すること」等の項目に変化が認め

られた．「状況に柔軟に対応すること」の割合が

授業前と比較して授業後に有意に上昇し，反対に

「楽しく行うこと」は授業前と比較して授業後に

有意に減少したことから，授業づくりの本質的な

視点に学生の意識が向かったことが伺える．

　受講学生の成果（評価規準の実現状況）の視点

から，教師の省察からは，情意的領域においては，

グループによる協働的作業の充実や映像視聴の際

の省察の視点の提示が効果的に作用したものと考

えられる．また，認知的領域において，自身の課

題の発見や仲間の課題への指摘については，基礎

的条件を中心とした省察から，内容的条件の省察

に移行させたことで，段階的な省察の流れが学生

の実現状況によい効果を及ぼしたものと考えられ

る．

　一方，汎用的技能である「単元構造図」，「授業

実践力」については，学生間のばらつきが見られ
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た．アンケートにおいても，授業後に「自分の教

授技術の課題の明確化（61.5％）」が最上位とし

て挙げられたこと，「教育実習への不安が払拭で

きた」，「授業の省察力が高まった」の項目に有意

な低下傾向が見られたことからも，教育現場にお

いて，自身の納得のいく授業提供の難しさを体験

したものと言え，実践的指導力を獲得することが

容易なことではないという認識をもてたものと言

える．

　課題として，情意的領域においては，授業外の

学習時間への取り組みへの支援，認知的領域にお

いては，分析的課題を後半に移動させるなどの評

価機会の修正，技能的領域においては，単元終了

時における汎用的技能の定着状況を図るための事

前・事後の教師行動のビデオ撮影とその分析など

の評価方法を修正することが挙げられる．

　さらに，教師の実践的指導力は，経年における

指導経験を積むことで獲得できる技能であること

から，15回の授業で保証できるものではないが，

教育実習，教育実践演習と続く体系的・系統的な

指導内容の検討を通して，実践的指導力の育成方

法について検討をする必要がある．
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１活動（本時の学習の指導内容に即した活動）

な
か
　
⒛
　
分

評価ポイント

仲間と学習する場面で、仲間の良い動きなどを指
摘しようとしている

≪　　　運動についての思考・判断②　　≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２、本時の説明

３、準備運動、補助運動

・生徒の出席確認を行い、生徒の健康状態を把握
する

・本時の学習のねらいや授業の進め方を説明する

【　　仲間と学習する場面で、仲間の良い動きなどを指摘している　　】（６　/１２　時間）

（３）展開

教師の指導・手立てと評価

は
じ
め
⒛
　
　
分

生徒の学習内容・活動

１、集合、整列、挨拶、出席確認

その後、開脚前転・後転に移行。

ここまでの基本技は美しくできることに重点を置く

ポイント(順次接地、回転力を高める)

【技ができる楽しさや喜びを味わい、その技がよりよくできるようにすることに積極的に取り組もうとしている】（８　/１２　時間）

【本時の展開】（　６　/　１２　時間）

（１）本時の学習の指導内容（指導の重点）

＜　　　　運動についての思考・判断①　＞学習する技の合理的な動き方のポイントをみつけている

（２）本時の評価内容

≪　　運動への関心・意欲・態度①　　　≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

接点
技群

坂マットを作り、後転や開脚前
転・後転の段階的指導

前転～伸膝後転まで

・準備運動でマット運動に使う体の各部位をスト
レッチングし、補助運動でマット運動につながる
体の動き方を習得する

Ａグループ

接点技群

(担当　松永、福田、宮原、柳橋、本山)

前転→開脚前転

後転→開脚後転→伸膝後転

前転と後転から始めさせる。

個人の段階に応じて、坂マットの利用や、補助を
活用し、効率的技の習得に努める

タブレットの使用

互いに撮影し、指摘しあいながら、技術の向上に
努める

指導工夫

後転や開脚前転・後転の際、技能の段階に応
じて重ねマットや坂マットを使用する

正面

接点
技群

【学習内容】

＜ 運動についての思考・判断① ＞学習する技の合理的な動き方のポイントを見つけている

学習ノートを活用しなが
ら、生徒同士が評価し、
アドバイスを行う

資料１ 器械運動：学習指導案例①

〇〇、〇〇、〇〇、〇〇
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(側方倒立回転)

３活動（本時の学習の指導内容・評価内容に即した活動）

な
か
　
⒛
　
分

・次回の授業のねらい等を説明する

仲間と学習する場面で、仲間の良い動きなどを指
摘しようとしている

・本時の学習を振り返る

・学習ノートの記入

・次回の確認

・本時の学習のポイントを振り返り、説明する

・巡回しながら学習ノートの記入を確認する

・怪我等の確認をする

(バランスを保つための力の入れ方　バランスが崩
れた時の復元力)

タブレットの使用

互いに撮影し、指摘しあいながら、技術の向上に
努める

評価ポイント

仲間と学習する場面で、仲間の良い動きなどを指
摘しようとしている

指導工夫

倒立においては、補助倒立、壁倒立を活用し
ながら、段階的な指導を行う

正面

平均
立ち
群

マットだけでなく、壁も活
用して倒立の習得に努める

片足正面水平立ちにおいては特に美しさを重視する

倒立においては、個人差に応じて、補助倒立や壁
倒立も活用する。倒立ができるものは倒立前転に
も挑戦させる。

ポイント

評価ポイント

Ｃグループ

平均立ち群

(担当　稲吉、岩根、大塚、柴田)

片足正面水平立ち

倒立

倒立前転

ま
と
め
　
⒑
　
分

Ｂグループ

ほん転グループ

この二つの技は個人差が出やすい技である。でき
ないポイントを見極めながら、個別指導も行う

側方倒立回転

足が真上に上がらない場合、補助倒立を取り入れ
たり、手や足の着く位置を確認したりする

ポイント

(担当　出来尾、安部、比嘉、鳥越、木村)

側方倒立回転

首はねおき

指導工夫

(首はねおき)

正面

ほん
転技
群

首はねおき用に跳び箱を
一つ用意しておくマットの中心に

はテープを引い
ておく

(回転力を高める　起き上がりやすくする動き方)

タブレットの使用

互いに撮影し、指摘しあいながら、技術の向上に
努める

跳び箱を用意し、その段差を利用してはねお
きの感覚を習得させる

マットの中心にテープを引き、それに沿って
手、脚を順に接地させ、まっすぐ回ることを
意識させる

学習ノートを活用しなが
ら、生徒同士が評価し、
アドバイスを行う

学習ノートを活用しな
がら、生徒同士が評価
し、アドバイスを行う

資料１ 器械運動：学習指導案例②

〇〇、〇〇、〇〇、〇〇

〇〇、〇〇、〇〇
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年 組 名前指導のポイント

わざ

前転

後転

開脚前転

接点技群
(背中をマッ
トに接して
回転する)

ほん転技群
(手や足の
支えで回転

する)

平均立ち群

局面　ポイント

１、高い腰の位置から
手をついて、回転を始
めることができる

１、踵に近いところに
腰を下ろすことができ
る

１、勢いよく膝を伸ばし
ながら大きく転がるこ
とができる

１、スムーズに後転に
入ることができる

１、前転しながら倒れ
始め、マットにつく直
前に腰を起こすことが
できる

伸膝後転

側方倒立回転

首はねおき

片足正面水平立ち

倒立

倒立前転

開脚後転

２、腰を伸ばしながら回転
し、膝を曲げて回転速度を
速めることができる

２、マットを手でしっかりと
支え、腰を伸ばしながら回
転することができる

２、踵がマットにつく直前
に開脚することができる

２、手でしっかり支え、後
ろに足を突き出して、頭越
しをしながら回転すること
ができる

２、膝を伸ばしたまま足を
引き寄せ、頭越しに合わ
せて腰を素早く伸ばして
足をマットにつけることが
できる

１、１/４ひねりながら
着手することができる

１、両手、首、肩で上
体を支え、両足を大き
く振り上げる

１、肩幅に足を開き、
片足に重心をかけな
がらゆっくりとした動作
で片足立ちで体を倒
す

１、手を肩幅程度に開
き、指は軽く開く

１、倒立後、足先から
徐々に１５㎝前方に体
を倒すことができる

２、腰をまっすぐ伸ばし開
脚しながら回転することが
できる

２、両足の旋回の勢いを
利用して踵で小さく円を描
くように引き付け、上体を
跳ね上げる

２、腕、体、脚が水平にな
るまで倒し、静止する

２、腕はしっかりと伸ばす

２、肘を徐々に曲げなが
ら、後頭部で軽く支え、
肩ー背中ー腰の順番で回
ることができる

３、スムーズに回転速
度を上げながら、立ち
上がることができる

自己評価
◎○△×

３、足を素早く振り下
ろし、手で強くマットを
押して立ち上がること
ができる

３、手で体を支え、
マットを突き放して立
ち上がることができる

３、足を素早く振り下
ろし、手で強くマットを
押して立ち上がること
ができる

３、両膝を伸ばしたま
ま、素早く足を振り下
ろして、手でマットを強
く押して立ち上がるこ
とができる

３、着地と同時に上体
を引き起こす

３、手首、肩、足先が
一直線になる姿勢を
保持する

ペアの人からのアドバ
イス

感想

学習ノート
本時のねらい　基本技を美しく、発展技にも挑戦しよう

～仲間同士でよい動きなど指摘し合おう～ 

資料１ 器械運動：学習ノート例
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っ
た
。
 

他
の
グ
ル
ー
プ
の
教
師
役
と
相
談
し
て
話
す
時
間
を
少
し
ず
つ
変
え
る
か
 

話
す
位
置
、
方
向
を
変
え
る
。
ま
た
、
声
の
大
き
さ
を
合
わ
せ
る
な
ど
の
 

教
師
役
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
も
っ
と
必
要
だ
と
感
じ
た
。
 

先
ほ
ど
に
も
記
述
し
た
が
、
声
な
ど
に
特
徴
が
あ
る
と
 

生
徒
に
注
目
さ
れ
や
す
い
。
自
分
も
普
段
の
時
の
声
と
 

変
え
て
、
生
徒
の
視
線
を
ひ
き
つ
け
た
い
。
 

視 線 ・ 表 情 

生
徒
一
人
一
人
の
顔
を
見
て
い
た
と
思
う
。
た
だ
、
顔
を
上

げ
る
だ
け
で
な
く
視
線
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
は
効
果
的
。
 

表
情
は
、
最
初
は
少
し
緊
張
し
て
い
る
こ
と
は
伝
わ
っ
た
が
 

三
回
目
に
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
表
情
を
し
て
い
た
。
 

視
線
を
変
化
さ
せ
て
多
く
の
生
徒
と
目
を
 

合
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
生
徒
に
緊
張
感
が
生
ま
れ
、
 

自
然
と
教
師
を
見
る
よ
う
に
な
る
。
 

ま
た
、
表
情
に
余
裕
が
な
い
と
生
徒
に
不
安
が
生
ま
れ
る
 

の
で
、
常
に
余
裕
を
持
ち
た
い
。
 

視
線
は
非
常
に
良
か
っ
た
。
今
回
は
何
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
 

も
し
、
何
か
資
料
を
持
っ
て
い
た
場
合
、
そ
の
資
料
を
な
る
べ
く
見
な
い
 

努
力
が
必
要
。
表
情
に
関
し
て
は
、
経
験
が
必
要
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
 

多
く
経
験
し
慣
れ
る
こ
と
が
一
番
大
切
。
 

表
情
に
つ
い
て
、
今
ま
で
自
分
が
教
わ
っ
て
い
た
教
師

の
中
で
、
表
情
に
余
裕
が
な
い
教
師
は
良
い
授
業
が
作

れ
て
い
な
か
っ
た
。
授
業
計
画
の
前
に
表
情
、
視
線
、

声
な
ど
 

教
師
と
し
て
一
番
大
切
な
ス
キ
ル
を
上
げ
て
い
き
た

い
。
 

指 示 ・ 説 明 

少
し
難
し
い
表
現
が
あ
っ
た
気
が
し
た
。
内
容
は
短
く
 

要
点
が
ま
と
ま
っ
て
い
て
大
学
生
に
対
し
て
は
良
か
っ
た
が
 

中
学
生
に
対
し
て
は
も
う
少
し
言
葉
を
砕
い
た
表
現
を
 

し
た
方
が
良
か
っ
た
。
 

大
学
生
の
私
た
ち
が
た
だ
簡
単
に
感
じ
る
言
葉
で
も
 

７
歳
離
れ
て
い
る
中
学
生
に
と
っ
て
は
難
し
い
言
葉
 

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
中
学
生
で
も

1
年
生
と
 

3
年
生
で
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
も
 

注
意
が
必
要
。
 

中
学
生
の
教
科
書
を
も
う
一
度
、
読
み
返
す
こ
と
は
効
果
的
か
も
し
れ
な

い
。
 

教
科
書
に
は
そ
の
年
代
に
適
し
た
表
現
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
 

参
考
に
な
る
と
思
う
。
 

難
し
い
表
現
に
つ
い
て
、
現
場
で
は
違
和
感
が
な
か
っ

た
。
 

し
か
し
、
ビ
デ
オ
で
見
た
と
き
や
、
校
長
先
生
の
感
想

を
 

聞
い
た
と
き
考
え
て
見
れ
ば
そ
う
か
も
し
れ
な
い
と
 

思
っ
た
。
 

 

資
料
１
器
械
運
動
：
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト
例
①

6/
15
回
作
成
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器
械
運
動
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
 

 本
時
の
ね
ら
い
 

≪
 
運
動
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
①
 
 
 
≫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
技
が
で
き
る
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
い
、
そ
の
技
が
よ
り
よ
く
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
】
（
８
 
/１

２
 
時
間
）
  

 
 

 
 

≪
 
運
動
に
つ
い
て
の
思
考
・
判
断
②
 
 
≫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
 
 
仲
間
と
学
習
す
る
場
面
で
、
仲
間
の
良
い
動
き
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
 
 
】
（
６
 
/１

２
 
時
間
）
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 

 ①
 
 
本
時
の
ね
ら
い
を
理
解
し
、
そ
の
ね
ら
い
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
か
。
 

（
 
理
解
の
状
況
、
指
導
場
面
で
の
働
き
か
け
、
教
材
や
介
入
の
修
正
等
に
つ
い
て
振
り
返
る
）
 

自
身
の
取
り
組
み
で
よ
か
っ
た
点
、
達
成
で
き
た
点
 

修
正
す
べ
き
点
 

次
回
の
対
応
策
 

生
徒
と
の
距
離
間
を
意
識
し
て
で
き
た
と
思
う
。
上
か
ら
過
ぎ
ず
 

ま
た
、
下
か
ら
過
ぎ
で
も
な
く
良
い
高
さ
で
ま
た
、
教
師
と
生
徒

と
い
う
立
場
を
ふ
ま
え
た
距
離
感
は
で
き
た
と
思
う
。
ま
た
、
自

分
は
 

ビ
デ
オ
を
使
っ
て
生
徒
の
演
技
を
撮
影
し
、
そ
の
映
像
を
見
せ
て
 

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
は
出
来
た
。
指
導
面
で
私
が
伝
え
た
い
 

と
思
っ
た
こ
と
は
「
失
敗
し
て
も
良
い
」
と
い
う
こ
と
だ
。
中
学

生
 

は
自
分
の
失
敗
が
他
人
に
見
ら
れ
た
く
な
い
時
期
で
あ
り
、
苦
手

な
 

こ
と
を
や
り
た
が
ら
な
い
。
そ
こ
で
自
分
が
挑
戦
す
る
事
を
促
し
 

た
と
え
、
失
敗
し
た
と
し
て
も
挑
戦
し
た
こ
と
に
対
し
て
褒
め
て
 

生
徒
の
動
機
づ
け
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

ビ
デ
オ
学
習
に
関
し
て
、
男
子
生
徒
は
積
極
的
な
参
加
し
て
く
れ

た
が
、
女
子
生
徒
は
全
く
参
加
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
思
春
期

で
あ
る
こ
の
時
期
に
ビ
デ
オ
を
取
ら
れ
る
恥
ず
か
し
さ
を
私
は
考

え
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
ビ
デ
オ
学
習
を
す
る
と
き
は
ど
の

生
徒
 

も
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
例
え
ば
、
半
強
制
に
は
な
る
が
、
学
習
シ
ー
ト
に
自
分
の
演

技
 

を
見
て
、
感
想
や
改
善
点
を
書
か
せ
る
こ
と
で
自
分
の
演
技
を
見

る
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
 

  

次
回
は
保
険
な
の
で
つ
か
み
を
大
切
に
し
た
い
。
最
初
の

5
分
で

い
か
に
生
徒
を
引
き
付
け
る
か
で
授
業
に
対
す
る
生
徒
の
積
極
性

が
変
わ
る
の
で
、
話
の
内
容
、
声
、
視
線
、
表
情
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
。
 

 ②
 
 
指
導
の
計
画
へ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
 

次
ペ
ー
ジ
の
本
時
の
計
画
と
実
際
の
授
業
の
ず
れ
を
振
り
返
っ
て
検
証
し
て
く
だ
さ
い
。
 

計
画
と
実
際
で
異
な
っ
た
点
 

ず
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
応
で
き
た
か
、
で
き
な
か
っ
た
か
。
 

次
回
の
対
応
策
（
計
画
の
修
正
、
自
身
の
修
正
）
 

計
画
で
は
生
徒
の
行
き
た
い
グ
ル
ー
プ
に
行
か
せ
る
計
画
だ
っ
た

が
、
生
徒
が
あ
る
種
目
に
偏
っ
て
し
ま
っ
た
。
 

各
グ
ル
ー
プ

5
分
ま
で
に
し
て
、
全
グ
ル
ー
プ
を
体
験
さ
せ
る
よ

う
に
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
全
員
が
た
く
さ
ん
の
種
目
を
体
験

で
き
た
が
、
一
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
時
間
が
短
く
、
指
導
す
る
時

間
が
足
り
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。
 

    

生
徒
の
反
応
に
よ
り
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
を
持
つ
こ
と
が
大

切
。
 

も
し
、
今
回
、
5
分
間
で
教
え
る
こ
と
が
前
も
っ
て
分
か
っ
て
い

た
ら
、
も
っ
と
良
い
指
導
が
出
来
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
 

い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
を
持
つ
た
め
に
は
、
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
必
要
。
生
徒
の
態
度
や
集
中
力
に
よ
っ
て
内
容
を
い
く
つ

か
変
え
ら
れ
る
よ
う
授
業
準
備
を
し
て
い
き
た
い
。
 

資
料
１
器
械
運
動
：
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト
例
②
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回
作
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保健体育科 学習指導と評価の計画（保健） 

【単元計画】                        実習者 岩根、宮原、柳橋、比嘉、福田       

１ 単 元 名  第３学年 保健分野 エ 感染症の予防（３時間配当）  

２ 対 象   花岡学園花岡中学校３年生男女 21名   

３ 期 間   2014 年 12 月 8 日（月） 

４ 場 所   ３階教室 

５ 学習指導要領の内容 

  エ  感染症は，病原体が主な要因となって発生すること。また，感染症の多くは，発生源をなくすこと，感染経路

を遮断すること，主体の抵抗力を高めることによって予防できること。 

６ 単元の目標 

（１）感染症や感染症の予防について、関心をもち、学習活動に意欲的に取り組むことができるようにする。[健康・

安全への関心・意欲・態度] 

（２）感染症や感染症の予防について、課題の解決を目指して、知識を活用する学習活動などにより、総合的に考え、

判断し、それらを表すことができるようにする。[健康・安全についての思考・判断]        

（３）感染症や感染症の予防、エイズ及び性感染症について課題の解決に役立つ基礎的な事項及びそれらと生活や社

会のかかわりを理解することができるようにする。[健康・安全についての知識・理解] 

７ 単元の評価規準 

健康・安全への関

心・意欲・態度 

健康・安全について

の思考・判断 

健康・安全についての知識・理解 

① 感染症や感染

症予防につい

て、課題の解決

に向けての話

合いや意見交

換するなどの

学習活動に意

欲的に取り組

もうとしてい

る。 

① 感染症や感染症

予防について、

資料等で調べた

ことを基に、課

題を見付けた

り、整理したり

するなどして、

筋道を立ててそ

れらを説明して

いる。 

① 感染症は、病原体が環境を通じて感染することであり、適切

な対策を講ずることで予防できること、病原体、自然環境、

社会環境、主体の抵抗力や栄養状態などの条件が相互の複雑

に関係し感染症が発病することについて、言ったり、書き出

したりしている。 

② 感染症予防には発生源をなくすこと、感染経路を遮断するこ

と、身体の抵抗力を高めることについて、言ったり、書き出

したりしている。 

③ エイズ及び性感染症の疾病概念・感染経路を理解できるよう

にすることや、その予防方法を身に付ける必要があることに

ついて言ったり、書き出したりしている。 
８ 指導と評価の計画（3時間） 

時間 学習内容 
使用教科書と

の関連 

健康・安全への 

関心・意欲・態度 

健康・安全に

ついての 

思考・判断 

健康・安全に

ついての 

知識・理解 

１ 感染症は病原体が環境を通じ

て感染することであり、適切な

対策を講ずることで予防でき

ること、病原体・自然環境社会

環境・主体の抵抗力や栄養状態

などの条件が複雑に関係し感

染症が発病すること 

大修館書店 

「保健体育」 

P138～139 

10．感染症の原

因 

①   ①  

２ 感染症予防には発生源をなく

すこと、感染経路を遮断するこ

と、身体の抵抗力を高めること 

大修館書店 

「保健体育」 

P140～141 

11．感染症の予

防 

 ①  ②  

３ エイズ及び性感染症の疾病概

念・感染経路を理解できるよう

にすることや、その予防方法を

身に付ける必要があること 

大修館書店 

「保健体育」 

P142～145 

12．性感染症・

エイズの予防 

  ③  

 

資料２ 保健：学習指導案例①

〇〇、〇〇、〇〇、〇〇

H



－54－

鹿屋体育大学学術研究紀要　第52号，2016

資料２ 保健：学習指導案例②
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保健＜感染症の原因＞    年   組   番 氏名          

  

 感染症 → ①       が ②       を通じて感染する。 

       

 病原体の種類       ①   ②   

大きさ 小さい 大きい 

増殖するとき 人や動物などの細胞の中で増える 細胞がなくても増える 

特徴  抗生物質が効きにくい  抗生物質が効きやすい 

 感染のしかた・・・どのように感染するでしょうか。 

 

感染症の例 

病名 病原体（細菌・ウイル

ス） 

感染のしかた(直接、間接、飛沫) 

インフルエンザ   

ノロウイルス   

麻しん（はしか）   

風しん   

コレラ   

結核   

エボラ出血熱   

感染の要因・・・感染症にかかる時、何が影響しているのだろうか。 

 

感染症は①      ②      ③      ④      ⑤     

などの条件が相互に複雑に関係し発病します。 

 

まとめ 

  → 病原体を理解し、適切な対策を講じることで感染症は予防できるよ。 

資料２ 保健：学習ノート例
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＜感染症の原因＞ 解答       年   組    氏名         

 感染症 → ①病原体 が ②環境 を通じて感染する。 

  

 

 

       

感染のしかた・・・どのように感染するでしょうか。 

     直接感染、間接感染、飛沫感染 

感染症の例 

病名 病原体（細菌・ウイル

ス） 

感染のしかた 

インフルエンザ ウイルス 飛沫感染 

ノロウイルス ウイルス 間接感染 

麻しん（はしか） ウイルス 飛沫感染 

風しん ウイルス 飛沫感染 

コレラ 細菌 間接感染 

結核 細菌 飛沫感染 

エボラ出血熱 ウイルス 直接感染 

 

感染の要因・・・感染症にかかる時、何が影響しているのだろうか。 

 

 

 

 感染症は病原体、自然環境、社会環境、抵抗力、栄養状態などの条件が相互に複

雑に関係し発病する。 

 病原体の種類       ①  ウイルス ②  細  菌 

大きさ  ②より小さい  ①より大きい 

増殖するとき 人や動物などの細胞の中で増える 細胞がなくても増える 

特徴  抗生物質が効きにくい  抗生物質が効きやすい 

 

岩根板書 

 

ワーク①個別支援で完成 

 

宮原板書 

 
＜大学生の発問例＞ 
コレラは、どこで流行しているかな？・・・自然環境 
下水道が整備されたら感染症が減った・・・社会環境 
どんな時に風邪を引きやすい？・・・・睡眠不足、体が弱っているとき・・・抵抗力（睡眠、休養、運動）、

栄養、などのやりとりで、主体と環境の関係によって感染症が引き起こされていくことに気づかせる 
・知っておくことで感染症の予防に役立つことを伝えながら、意欲を高める。 

ワーク②個別支援で検討 
生徒の言葉で良い 
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 平
成
 
 
 
 
２
６

年
 
 
 
 
１
２

月
 
 
 
 
８

日
 
 
 
 
 
学
籍
番
号
（
 
 
〇
〇
〇

 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
氏
名
（
 
 
 
 
〇
〇
〇
 
 
〇
〇
〇
 
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 
〇
 

 
 
）
班

 
 課

題
１

 
：

 
1

2
月

8
日

（
月

）
の

模
擬

授
業

の
映

像
を

見
て

、
授

業
者

（
教

師
役

）
の

 ①
発

問
、

②
応

答
、

③
助

言
、

④
観

察
・

巡
回

、
⑤

生
徒

へ
の

対
応

 に
つ

い
て

、
 

評
価

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

 

 

 
評
価
 

原
因
 

改
善
策
 

そ
の
他
気
づ
い
た
点
 

発 問 

３
人
と
も
生
徒
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
で
き
る
だ
け
発
問
を
多
く
投
げ
か
け
考

え
さ
せ
て
い
た
と
思
う
。
岩
根
の
感
染
症
の
種

類
に
関
し
て
は
、
最
後
の
ほ
う
生
徒
が
例
を
思

い
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
 

感
染
症
の
種
類
が
思
い
つ
か
な
か
っ
た
と
き

に
、
生
徒
に
上
手
く
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
て
い

な
か
っ
た
こ
と
。
上
手
く
答
え
に
導
い
て
や
れ

な
か
っ
た
こ
と
 

上
手
く
感
染
症
に
関
し
て
の
ヒ
ン
ト
を
出
し
て
あ
げ
る
こ

と
で
、
生
徒
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
答
え
に
繋
が
る
と
思

う
。
ま
た
、
種
類
の
７
つ
全
て
を
生
徒
に
質
問
す
る
の
で

は
な
く
、
教
師
側
が
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
な
が
ら
質
問
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
っ
た
。
 

宮
原
が
細
菌
と
ウ
イ
ル
ス
の
違
い
に
つ
い
て

生
徒
に
挙
手
さ
せ
て
い
た
の
は
良
か
っ
た
と

感
じ
た
。
柳
橋
は
、
上
手
く
生
徒
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
授
業
を
展
開

し
て
い
た
と
思
う
。
 

応 答 

３
人
と
も
笑
顔
で
生
徒
の
目
を
見
て
応
答
で
き

て
い
た
と
思
う
。
岩
根
の
最
初
の
中
学
校
の
思

い
出
の
と
こ
で
は
も
う
少
し
丁
寧
に
答
え
た
ほ

う
が
よ
か
っ
た
。
柳
橋
は
、
笑
顔
と
声
の
強
弱

の
つ
け
方
が
上
手
い
と
感
じ
た
。
 

時
間
を
気
に
し
て
焦
っ
て
早
口
に
話
し
て
い
た

と
こ
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
感
じ
た
。
岩
根
は
生

徒
が
興
味
を
持
つ
よ
う
な
授
業
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
と
思
う
。
 

た
だ
、
淡
々
と
感
染
症
の
特
徴
や
そ
の
症
状
を
説
明
し
て

い
く
の
で
は
な
く
、
新
聞
記
事
や
ほ
か
に
資
料
も
使
い
な

が
ら
、
も
う
少
し
軽
い
雰
囲
気
で
授
業
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
う
。
 

宮
原
は
生
徒
の
挙
手
や
返
事
に
対
し
て
柔
軟

に
対
応
し
て
い
た
と
感
じ
た
。
先
生
の
応
答

の
仕
方
一
つ
で
生
徒
に
も
笑
顔
が
出
て
く
る

と
知
っ
た
。
 

助 言 

中
の
２
０
分
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
よ
い

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
と
思
う
。
そ
の
結
果

が
最
後
の
柳
橋
が
行
っ
た
ま
と
め
の
１
０
分
に

現
れ
て
い
た
と
感
じ
た
。
な
か
に
は
２
０
分
で

予
定
通
り
教
え
き
れ
て
い
な
い
学
生
も
い
た
。
 

思
っ
た
よ
り
も
２
０
分
が
短
く
、
前
置
き
や
一

つ
の
説
明
に
時
間
を
取
り
す
ぎ
て
い
た
か
ら
だ

と
思
う
。
２
人
の
生
徒
の
理
解
の
状
況
を
捉
え

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
感
じ
る
。
 

２
人
の
生
徒
の
理
解
の
状
況
を
的
確
に
判
断
し
て
、
効
率

よ
く
時
に
は
質
問
も
し
な
が
ら
授
業
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
感
じ
た
。
ま
た
、
こ
の
内
容
は
こ
こ
ま
で
の
時

間
で
終
わ
ら
す
と
い
っ
た
目
安
を
定
め
る
こ
と
も
有
効
で

あ
る
と
思
う
。
 

中
の
２
０
分
が
上
手
く
い
っ
た
こ
と
で
最
後

の
１
０
分
に
し
っ
か
り
と
復
習
が
で
き
て
い

た
と
思
う
。
柳
橋
は
、
病
原
体
は
ど
こ
に
い

る
の
か
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
と

感
じ
た
。
 

観 察 ・ 巡 回 

３
人
の
先
生
全
員
が
巡
回
は
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
生
徒
に
ま
ん
べ
ん
な
く
質
問
を
し
て
い
た

と
思
う
。
宮
原
は
生
徒
の
理
解
の
習
熟
度
に
合

わ
せ
て
説
明
を
付
け
加
え
た
り
し
て
い
た
の
で

良
か
っ
た
。
 

板
書
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
後
ろ
の

ほ
う
ま
で
巡
回
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

生
徒
に
発
問
す
る
際
も
３
人
と
も
黒
板
の
前
か

ら
離
れ
て
い
な
か
っ
た
。
 

発
問
を
し
た
際
に
は
そ
の
指
名
し
た
生
徒
の
近
く
ま
で
行

き
、
頷
い
た
り
笑
顔
で
応
答
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

感
じ
た
。
生
徒
と
上
手
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

た
め
に
も
、
ず
っ
と
黒
板
の
前
で
話
す
の
は
好
ま
し
く
な

い
と
思
う
。
 

中
の
２
０
分
で
は
個
人
指
導
と
い
う
こ
と
も

あ
り
生
徒
と
上
手
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
っ
て
い
た
が
、
生
徒
の
目
線
に
合
わ
せ

ず
、
立
っ
た
ま
ま
指
導
を
し
て
い
る
先
生
も

い
た
。
 

生 徒 へ の 対 応 

３
人
の
先
生
と
も
生
徒
の
返
事
に
対
し
て
、

「
そ
う
だ
ね
。
そ
の
通
り
」
な
ど
と
生
徒
を
褒

め
な
が
ら
授
業
を
し
て
い
た
。
岩
根
に
関
し
て

は
、
生
徒
の
答
え
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
上
手
く

で
き
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。
 

た
だ
淡
々
と
感
染
症
の
種
類
や
そ
の
症
状
を
説

明
し
、
生
徒
へ
の
対
応
が
、
親
身
に
な
っ
て
い

な
か
っ
た
。
た
だ
、
板
書
す
る
だ
け
に
な
っ
て

い
た
と
感
じ
た
。
 

冗
談
や
ち
ょ
っ
と
し
た
世
間
話
や
雑
学
的
な
話
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
生
徒
に
興
味
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
る
と
思
う
。
あ
ま
り
焦
ら
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
授
業

し
て
い
く
こ
と
で
、
生
徒
へ
の
対
応
も
し
っ
か
り
と
で
き

る
と
感
じ
た
。
 

柳
橋
は
、
発
問
の
生
徒
の
返
事
に
対
し
、
笑

い
も
取
り
な
が
ら
、
上
手
く
授
業
が
で
き
て

い
た
と
思
う
。
宮
原
も
生
徒
に
対
し
て
柔
軟

に
対
応
で
き
て
い
た
と
感
じ
た
。
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保
健
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
 

  
【
本
時
の
展
開
】
（
１
/３

時
間
）
 

・
本
時
の
学
習
の
ね
ら
い
 

＜
感
染
症
や
感
染
症
予
防
に
つ
い
て
、
課
題
の
解
決
に
向
け
て
の
話
合
い
や
意
見
交
換
す
る
な
ど
の
学
習
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。
＞
 
健
康
・
安
全
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
 
①

 
＜
感
染
症
は
、
病
原
体
が
環
境
を
通
じ
て
感
染
す
る
こ
と
で
あ
り
、
適
切
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
で
予
防
で
き
る
こ
と
、
病
原
体
、
自
然
環
境
、
社
会
環
境
、
主
体
の
抵
抗
力
や
栄
養
状
態
な
ど
の
条
件
が
相
互
の
複
雑

に
関
係
し
感
染
症
が
発
病
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
言
っ
た
り
、
書
き
出
し
た
り
し
て
い
る
。
＞
健
康
・
安
全
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
 
①
 

 ①
 
 
本
時
の
ね
ら
い
を
理
解
し
、
そ
の
ね
ら
い
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
か
。
 

（
 
理
解
の
状
況
、
指
導
場
面
で
の
働
き
か
け
、
教
材
や
介
入
の
修
正
等
に
つ
い
て
振
り
返
る
）
 

自
身
の
取
り
組
み
で
よ
か
っ
た
点
、
達
成
で
き
た
点
 

修
正
す
べ
き
点
 

次
回
の
対
応
策
 

・
１
０
分
程
度
で
終
わ
ら
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
 

・
最
初
の
日
常
的
な
話
か
ら
感
染
症
の
授
業
に
繋
げ
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
 

・
一
つ
一
つ
そ
の
感
染
症
に
つ
い
て
説
明
で
き
た
こ
と
 

・
声
の
大
き
さ
が
後
ろ
ま
で
通
っ
て
い
た
こ
と
 

・
中
の
２
０
分
で
効
率
よ
く
教
え
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
 

・
声
の
大
き
さ
が
適
当
で
あ
っ
た
こ
と
 

・
緊
張
も
あ
り
、
す
べ
て
に
対
し
て
余
裕
が
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
 

・
板
書
の
字
が
小
さ
か
っ
た
こ
と
 

・
生
徒
の
返
事
か
ら
上
手
く
話
を
広
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
 

・
生
徒
の
興
味
関
心
を
引
き
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
 

・
後
ろ
ま
で
巡
回
で
き
な
か
っ
た
こ
と
 

・
板
書
だ
け
で
あ
っ
て
、
新
聞
記
事
や
ほ
か
の
教
材
を
上
手
く
使

え
な
か
っ
た
こ
と
 

・
く
そ
ま
じ
め
す
ぎ
て
面
白
い
授
業
が
展
開
で
き
な
か
っ
た
こ

と
。
 

  

・
も
う
少
し
経
験
を
重
ね
て
自
分
に
自
信
を
持
っ
て
授
業
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
 

・
実
際
に
板
書
し
て
み
て
、
後
ろ
か
ら
で
も
見
え
る
の
か
を
確
認

し
、
字
を
大
き
く
書
く
癖
を
つ
け
る
 

・
生
徒
の
返
事
か
ら
上
手
く
話
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ

か
ら
、
友
達
の
話
か
ら
話
を
広
げ
て
い
け
る
よ
う
な
練
習
を
す
る
 

・
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
共
通
す
る
新
聞
記
事
や
教
材
を
探
し
活
用

す
る
。
 

・
冗
談
や
世
間
話
な
ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
生
徒
に
興
味
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
授
業
展
開
を
す
る
。
 

   ②
 
 
指
導
の
計
画
へ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
 

次
ペ
ー
ジ
の
本
時
の
計
画
と
実
際
の
授
業
の
ず
れ
を
振
り
返
っ
て
検
証
し
て
く
だ
さ
い
。
 

計
画
と
実
際
で
異
な
っ
た
点
 

ず
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
応
で
き
た
か
、
で
き
な
か
っ
た
か
。
 

次
回
の
対
応
策
（
計
画
の
修
正
、
自
身
の
修
正
）
 

・
特
に
大
き
く
異
な
っ
た
点
は
な
か
っ
た
が
、
中
の
２
０
分
で
２

人
で
授
業
を
し
た
こ
と
 

・
緊
張
か
ら
早
く
話
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
 

・
余
裕
が
無
か
っ
た
こ
と
 

・
板
書
し
な
が
ら
時
計
を
確
認
し
、
１
０
分
程
度
で
終
わ
れ
る
よ

う
に
対
応
で
き
た
こ
と
 

・
生
徒
が
感
染
症
の
種
類
を
挙
げ
る
際
に
上
手
く
ヒ
ン
ト
や
答
え

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
 

・
最
初
の
資
料
を
配
っ
て
い
る
最
中
に
目
標
を
書
け
き
ら
な
か
っ

た
こ
と
 

  

・
生
徒
が
食
い
つ
い
て
く
る
よ
う
な
話
題
を
投
げ
か
け
る
こ
と
 

・
生
徒
の
表
情
を
確
認
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
説
明
し
て
い
く
 

・
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
言
葉
に
関
し
て
新
聞
記
事
や
様
々
な
教
材

を
用
意
し
て
生
徒
の
興
味
関
心
を
引
か
せ
る
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２
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＜
模

擬
授

業
全

体
を

通
し

て
の

自
身

の
感

想
、

気
付

き
等

＞
・

・
・

・
花

岡
中

学
校

に
提

出
し

ま
す

。
 

 
 

 
今
回
、
実
習
と
い
う
形
だ
が
、
先
生
と
し
て
人
生
で
初
め
て
教
壇
に
立
っ
て
授
業
を
し
た
。
本
番
を
迎
え
る
前
か
ら
、
い
か
に
楽
し
く
、
笑
顔
の
多
い
授
業
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
授
業
の
構
想
を
練
っ
た
。
器
械
運
動
、
保
健
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
中
か
ら
模
擬
授
業
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
が
、
私
は
迷
わ
ず
に
保
健
を
選
ん

だ
。
実
技
と
は
違
っ
た
、
独
特
な
緊
張
感
の
中
で
生
徒
の
目
線
を
感
じ
な
が
ら
、
堂
々
と
面
白
く
、
分
か
り
や
す
い
授
業
を
作
り
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
 

 
そ
し
て
８
日
に
実
際
に
中
学
３
年
生
に
授
業
を
し
た
が
、
言
い
た
か
っ
た
こ
と
全
て
を
言
う
こ
と
が
で
き
ず
、
面
白
く
な
い
淡
々
と
し
た
授
業
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
最
大
の

反
省
点
で
あ
る
と
感
じ
た
。
佐
藤
豊
先
生
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
が
、
教
科
書
を
教
え
る
こ
と
は
誰
だ
っ
て
で
き
良
い
先
生
と
は
言
わ
な
い
、
い
か
に
教
科
書
で
教
え
れ
る
か
が
先

生
の
資
質
で
あ
る
。
本
当
に
そ
う
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
模
擬
授
業
と
な
っ
た
。
自
分
自
身
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す
こ
と
も
兼
ね
日
常
的
な
会
話
か
ら
授
業
を
し
、
生
徒
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
時
間
を
気
に
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
授
業
に
入
っ
て
か
ら
は
感
染
症
と
は
何
か
に
つ
い
て
発
問
し
、
た
だ
板
書
し
て
い
く
だ
け
の

一
方
的
な
授
業
に
な
っ
て
し
ま
い
、
生
徒
か
ら
笑
顔
や
興
味
関
心
を
引
き
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
私
は
模
擬
授
業
の
本
番
前
ま
で
は
、
１
０
分
が
長
く
絶
対
に
時
間
が
余

る
と
思
っ
て
い
た
が
、
練
習
を
す
る
と
思
っ
た
よ
り
も
短
く
い
か
に
１
０
分
で
生
徒
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を

身
を
以
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
感
染
症
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？
の
発
問
に
関
し
て
は
最
初
は
生
徒
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、
は
し
か
な
ど
積
極

的
に
答
え
て
い
た
が
、
例
が
多
く
出
て
い
く
に
つ
れ
、
生
徒
も
答
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
私
は
生
徒
に
上
手
く
ア
ド
バ
イ
ス
や
答
え
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
て
い
な
か

っ
た
と
感
じ
た
。
ま
た
、
実
際
に
授
業
を
し
て
い
る
と
き
は
字
を
大
き
く
書
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
宮
原
と
交
代
し
た
際
に
改
め
て
自
分
の
字
を
見
る
と
、
か
な
り
小
さ
く
、
後

ろ
か
ら
は
見
え
づ
ら
い
と
思
っ
た
。
自
分
が
思
っ
て
い
た
字
の
大
き
さ
よ
り
も
実
際
は
小
さ
い
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
修
正
し
て
い
く
。
中
の
２
０

分
で
は
、
先
に
板
書
し
て
あ
っ
た
主
な
症
状
を
見
て
、
そ
れ
が
直
接
感
染
、
間
接
感
染
、
飛
沫
感
染
の
ど
れ
に
あ
た
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

感
染
症
は
、
病
原
体
、
自
然
環
境
、
社
会
環
境
、
抵
抗
力
、
栄
養
状
態
が
関
係
す
る
と
い
う
こ
と
を
資
料
を
使
い
例
を
交
え
な
が
ら
教
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
、
も
う
少
し
話

題
を
広
げ
、
生
徒
に
わ
か
り
や
す
く
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
授
業
は
作
れ
て
い
た
と
感
じ
た
。
そ
し
て
、
最
後
の
１
０
分
は
柳
橋
が
担
当
し
た
が
、
ユ
ニ
ー
ク
で
生
徒
の
笑
顔

も
取
り
な
が
ら
、
楽
し
い
授
業
に
な
っ
て
い
た
と
感
じ
た
。
そ
の
時
私
は
、
や
は
り
授
業
が
楽
し
い
と
先
生
も
生
徒
も
楽
し
く
授
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒
の
知
識
の
定
着
も

で
き
る
と
思
っ
た
。
面
白
く
分
か
り
や
す
い
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
き
る
先
生
が
私
の
理
想
と
す
る
教
員
像
で
あ
る
。
 

 
今
回
の
模
擬
授
業
で
、
理
想
と
す
る
教
員
像
と
現
段
階
の
自
分
を
比
べ
、
か
な
り
の
差
を
感
じ
た
し
、
授
業
の
構
成
力
、
ト
ー
ク
力
、
生
徒
の
興
味
関
心
を
上
手
く
引
き
付
け
る

力
、
飽
き
な
い
授
業
展
開
を
す
る
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
課
題
を
見
つ
け
た
。
こ
の
保
健
の
授
業
を
担
当
す
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
私
は
幸
せ
で
あ
る
と
思
っ
た
。
教
師

力
を
磨
く
に
は
や
は
り
現
場
に
出
る
こ
と
が
一
番
効
果
的
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
今
回
の
授
業
を
し
っ
か
り
と
分
析
・
反
省
・
改
善
し
、
模
擬
授
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
花
岡

中
学
校
の
先
生
方
に
感
謝
し
て
、
教
師
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
く
。
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①
　

単
元

名
　

　
　

中
学

校
第

１
学

年
　

　
球

技
第
1
学
年

の
内
容

②
　

指
導
内

容
の
概

要
④

　
　

学
習

指
導

要
領

解
説

の
記

載
内

容
(1

.2
学

年
)

⑤
　

授
業

の
ポ

イ
ン

ト
(生

徒
へ

の
発

問
や

声
か

け
の

仕
方

な
ど

)

１
　

技
能

(１
)次

の
運

動
に

つ
い

て
勝

敗
を

競
う

楽
し

さ
や

喜
び

を
味

わ
い

、
基

本
的

な
技

能
や

仲
間

と
連

携
し

た
動

き
で

ゲ
ー

ム
が

展
開

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
　

　
　

　
イ

.
ゴ

ー
ル

型
で

は
、

ボ
ー

ル
操

作
と

空
間

に
走

り
込

む
な

ど
の

動
き

に
よ

っ
て

ゴ
ー

ル
前

で
の

攻
防

を
展

開
す

る
こ

と
。

指
導

に
際

し
て

は
、

ゴ
ー

ル
前

の
空

間
を

め
ぐ

る
攻

防
に

つ
い

て
の

学
習

課
題

を
追

及
し

や
す

い
よ

う
に

プ
レ

イ
ヤ

ー
の

人
数

、
コ

ー
ト

の
広

さ
、

用
具

、
プ

レ
イ

上
の

制
限

を
工

夫
し

た
ゲ

ー
ム

を
取

り
入

れ
、

ボ
ー

ル
操

作
と

ボ
ー

ル
を

持
た

な
い

と
き

の
動

き
に

着
目

さ
せ

学
習

に
取

り
組

ま
せ

る
。

「
ボ

ー
ル

操
作

」
と

は
手

や
押

し
の

ど
を

使
っ

て
ボ

ー
ル

を
操

作
し

、
シ

ュ
ー

ト
や

パ
ス

を
し

た
り

、
ボ

ー
ル

を
キ

ー
プ

す
る

こ
と

で
あ

る
。

シ
ュ

ー
ト

は
味

方
か

ら
受

け
た

ボ
ー

ル
を

得
点

を
ね

ら
っ

て
相

手
ゴ

ー
ル

に
放

つ
こ

と
で

あ
る

。
パ

ス
は

味
方

に
ボ

ー
ル

を
つ

な
ぐ

こ
と

で
あ

る
。

キ
ー

プ
は

ボ
ー

ル
を

相
手

に
奪

わ
れ

な
い

よ
う

に
保

持
す

る
こ

と
。

<
例

示
>

・
ゴ

ー
ル

方
向

に
守

備
者

が
い

な
い

位
置

で
の

シ
ュ

ー
ト

を
す

る
こ

と
(１

年
)

・
マ

ー
ク

さ
れ

て
い

な
い

味
方

に
パ

ス
を

出
す

こ
と

(１
年

)
・
得

点
し

や
す

い
空

間
に

パ
ス

を
出

す
こ

と
(１

年
)

・
パ

ス
や

ド
リ

ブ
ル

な
ど

で
ボ

ー
ル

を
キ

ー
プ

す
る

こ
と

(２
年

)
「
空

間
に

走
り

込
む

な
ど

の
動

き
」
と

は
、

攻
撃

の
際

の
ボ

ー
ル

を
持

た
な

い
と

き
に

得
点

を
ね

ら
っ

て
ゴ

ー
ル

前
の

空
い

て
い

る
場

所
に

走
り

込
む

動
き

や
守

備
の

際
に

シ
ュ

ー
ト

や
パ

ス
を

さ
れ

な
い

よ
う

に
ボ

ー
ル

を
持

っ
て

い
る

相
手

マ
ー

ク
す

る
動

き
・
ボ

ー
ル

と
ゴ

ー
ル

が
同

時
に

見
え

る
場

所
に

立
つ

(２
年

)
・
パ

ス
を

受
け

る
た

め
ゴ

ー
ル

前
の

空
い

て
い

る
場

所
に

動
く
(１

年
)

・
ボ

ー
ル

を
持

っ
て

い
る

相
手

を
マ

ー
ク

す
る

こ
と

(２
年

)

運
動

の
技

能
(～

が
で

き
る

)
①

ゴ
ー

ル
方

向
に

守
備

者
が

い
な

い
位

置
で

シ
ュ

ー
ト

を
す

る
こ

と
②

マ
ー

ク
さ

れ
て

い
な

い
味

方
に

パ
ス

を
出

す
こ

と
が

で
き

る
③

得
点

し
や

す
い

空
間

に
い

る
味

方
に

パ
ス

を
出

す
こ

と
が

で
き

る
④

パ
ス

を
受

け
る

た
め

に
ゴ

ー
ル

前
の

空
い

て
い

る
場

所
に

動
く
こ

と
が

で
き

る

２
　

態
度

(２
)球

技
に

積
極

的
に

取
り

組
む

と
と

も
に

フ
ェ

ア
な

プ
レ

イ
を

守
ろ

う
と

す
る

こ
と

、
分

担
し

た
役

割
を

果
た

そ
う

と
す

る
こ

と
や

作
戦

な
ど

に
つ

い
て

の
話

し
合

い
に

参
加

し
よ

う
と

す
る

こ
と

な
ど

や
、

健
康

・
安

全
に

気
を

配
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

・
規

定
の

範
囲

で
勝

敗
を

競
う

と
い

っ
た

ル
ー

ル
や

相
手

を
尊

重
す

る
と

い
っ

た
マ

ナ
ー

を
守

っ
た

り
、

相
手

の
健

闘
を

認
め

た
り

し
て

、
フ

ェ
ア

な
プ

レ
イ

に
取

り
組

も
う

と
す

る
こ

と
(1

年
次

は
指

導
の

み
)

・
練

習
や

ゲ
ー

ム
の

際
に

用
具

の
準

備
や

後
片

付
け

、
記

録
や

審
判

な
ど

の
分

担
し

た
役

割
に

積
極

的
に

取
り

組
も

う
と

す
る

こ
と

(1
年

)
・
チ

ー
ム

の
課

題
の

解
決

に
向

け
て

、
自

ら
の

考
え

を
述

べ
る

な
ど

積
極

的
に

話
し

合
い

、
参

加
し

よ
う

と
す

る
こ

と
(1

年
次

は
指

導
の

み
)

・
練

習
の

際
に

球
出

し
な

ど
の

補
助

を
し

た
り

チ
ー

ム
作

戦
や

戦
術

な
ど

の
学

習
課

題
の

解
決

に
向

け
て

仲
間

に
助

言
し

た
り

す
る

こ
と

(1
年

次
)

・
体

調
の

変
化

な
ど

に
応

じ
て

気
を

配
る

こ
と

、
ボ

ー
ル

や
ラ

ケ
ッ

ト
、

バ
ッ

ド
な

ど
の

用
具

の
扱

い
方

や
ゴ

ー
ル

や
ネ

ッ
ト

の
設

置
状

態
、

練
習

場
所

な
ど

の
自

己
や

仲
間

の
安

全
に

留
意

す
る

こ
と

、
技

の
難

易
度

や
自

己
の

技
能

、
体

力
の

程
度

に
あ

っ
た

運
動

を
す

る
こ

と
(1

年
次

)

関
心

・
意

欲
・
態

度
(～

し
よ

う
と

し
て

い
る

)
①

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

の
学

習
に

積
極

的
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

②
(責

任
)分

担
し

た
役

割
を

果
た

そ
う

と
し

て
い

る
③

(協
力

)仲
間

の
学

習
を

援
助

し
よ

う
と

し
て

い
る

④
(安

全
)自

他
の

健
康

や
安

全
に

気
を

配
ろ

う
と

し
て

い
る

(知
識

)
・
球

技
は

個
人

や
チ

ー
ム

の
能

力
に

応
じ

た
作

戦
を

立
て

、
集

団
対

集
団

、
個

人
対

個
人

で
得

点
を

め
ぐ

る
攻

防
を

展
開

し
、

勝
敗

を
競

う
楽

し
さ

や
喜

び
を

味
わ

う
こ

と
の

で
き

る
運

動
で

あ
る

こ
と

、
ゲ

ー
ム

の
行

い
方

の
特

徴
か

ら
、

ゴ
ー

ル
型

、
ネ

ッ
ト

型
及

び
ベ

ー
ス

ボ
ー

ル
型

な
ど

に
大

別
で

き
る

こ
と

(１
年

)
・
古

代
よ

り
世

界
各

地
で

様
々

な
球

技
が

行
わ

れ
て

き
た

こ
と

、
近

代
に

入
り

学
校

で
行

う
球

技
が

開
発

さ
れ

普
及

し
て

き
た

こ
と

、
今

日
で

は
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
に

お
い

て
も

重
要

な
競

技
と

し
て

行
わ

れ
て

い
る

と
い

っ
た

成
り

立
ち

が
あ

る
こ

と
(２

年
)

・
技

術
や

戦
術

、
作

戦
の

名
称

や
そ

の
具

体
的

な
行

い
方

や
活

用
方

法
(１

，
２

年
)

・
球

技
を

継
続

す
る

こ
と

で
ゴ

ー
ル

型
で

は
主

と
し

て
巧

緻
性

、
敏

捷
性

、
、

ス
ピ

ー
ド

、
全

身
持

久
力

な
ど

が
型

で
求

め
ら

れ
て

い
る

動
き

に
関

連
し

て
高

め
ら

れ
る

こ
と

(１
年

)
・
簡

易
な

試
合

に
お

け
る

ル
ー

ル
、

審
判

や
運

営
の

仕
方

が
あ

る
こ

と
(２

年
)

知
識

・
理

解
(具

体
例

を
挙

げ
て

い
る

)
①

個
人

や
チ

ー
ム

の
能

力
に

応
じ

た
作

戦
を

立
て

、
集

団
対

集
団

で
得

失
点

を
め

ぐ
る

攻
防

を
展

開
し

、
勝

敗
を

競
う

楽
し

さ
や

喜
び

を
味

わ
う

こ
と

の
で

き
る

運
動

で
あ

る
こ

と
・
球

技
は

ゲ
ー

ム
の

行
い

方
の

特
徴

か
ら

、
ゴ

ー
ル

型
、

ネ
ッ

ト
型

及
び

ベ
ー

ス
ボ

ー
ル

型
な

ど
に

大
別

で
き

る
こ

と

②
技

術
の

名
称

や
そ

の
行

い
方

に
つ

い
て

、
具

体
例

を
挙

げ
て

い
る

。
③

関
連

し
て

高
ま

る
体

力
に

つ
い

て
言

っ
た

り
、

書
き

出
し

た
り

し
て

る
・
ゴ

ー
ル

型
で

は
、

主
に

巧
緻

性
、

敏
捷

性
、

ス
ピ

ー
ド

、
全

身
持

久
力

が
あ

る
(思

考
・
判

断
)

・
活

動
の

仕
方

、
組

み
合

わ
せ

方
、

安
全

上
の

留
意

点
な

ど
の

学
習

し
た

内
容

を
学

習
場

面
に

適
用

し
た

り
応

用
し

た
り

す
る

こ
と

<
例

示
>

・
ボ

ー
ル

操
作

や
ボ

ー
ル

を
持

た
な

い
と

き
の

動
き

な
ど

の
技

術
を

身
に

付
け

る
た

め
の

運
動

の
行

い
方

の
ポ

イ
ン

ト
を

見
つ

け
る

こ
と

(１
年

)
・
自

己
や

チ
ー

ム
の

課
題

を
見

つ
け

る
こ

と
(１

年
)

・
提

供
さ

れ
た

練
習

方
法

か
ら

自
己

や
チ

ー
ム

の
課

題
に

応
じ

た
練

習
方

法
を

選
ぶ

こ
と

(２
年

)
・
仲

間
と

協
力

す
る

場
面

で
分

担
し

た
役

割
に

応
じ

た
協

力
の

仕
方

を
見

つ
け

る
こ

と
(２

年
)　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
  

  
  

 ・
学

習
し

た
安

全
上

の
留

意
点

を
他

の
練

習
場

所
や

試
合

場
面

に
当

て
は

め
る

こ
と

(１
年

)

思
考

・
判

断
(～

し
て

い
る

)
①

ボ
ー

ル
操

作
や

ボ
ー

ル
を

持
た

な
い

と
き

の
動

き
な

ど
、

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

の
行

い
方

の
自

分
に

あ
っ

た
ポ

イ
ン

ト
を

見
つ

け
て

い
る

②
自

己
や

チ
ー

ム
の

課
題

に
応

じ
た

練
習

方
法

を
選

ん
で

い
る

③
学

習
し

た
安

全
上

の
留

意
点

を
他

の
練

習
場

面
や

試
合

場
面

に
当

て
は

め
て

い
る

関
心

・
意

欲
・
態

度
③

①
②

思
考

・
判

断
①

②
③

運
動

の
技

能
②

①
③

④

知
識

・
理

解
①

②
②

③

内
容

の
取

扱
い

オ
「
E
球

技
」
の

(１
)の

運
動

に
つ

い
て

は
第

１
学

年
及

び
第

２
学

年
に

お
い

て
は

、
ア

か
ら

ウ
ま

で
を

す
べ

て
の

生
徒

に
履

修
さ

せ
る

こ
と

。
ま

た
、

ア
に

つ
い

て
は

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

、
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
、

サ
ッ

カ
ー

の
中

か
ら

、
イ

に
つ

い
て

は
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
、

卓
球

、
テ

ニ
ス

、
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
の

中
か

ら
、

ウ
に

つ
い

て
は

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

を
適

宜
取

り
上

げ
る

こ
と

と
し

、
地

域
や

学
校

の
実

態
に

応
じ

て
、

そ
の

他
の

運
動

に
つ

い
て

も
履

修
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

。

評
価

規
準

例

第
１

学
年

及
び

第
２

学
年

で
は

、
勝

敗
を

競
う

楽
し

さ
や

喜
び

を
味

わ
い

、
基

本
的

な
ボ

ー
ル

や
用

具
、

バ
ッ

ド
操

作
と

仲
間

と
連

携
し

た
動

き
で

攻
防

を
展

開
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

ま
た

球
技

の
学

習
に

積
極

的
に

取
り

組
み

、
フ

ェ
ア

に
プ

レ
イ

す
る

こ
と

、
分

担
し

た
役

割
を

果
た

す
こ

と
や

話
し

合
い

に
参

加
す

る
こ

と
な

ど
に

意
欲

を
も

ち
、

自
己

の
健

康
や

安
全

に
気

を
配

る
と

と
も

に
、

技
術

の
名

称
や

行
い

方
な

ど
を

理
解

し
課

題
に

応
じ

た
運

動
の

取
り

組
み

方
を

工
夫

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

主 に 観 察 に よ る 評 価 部 分

３
　

知
識

，
思

考
・
判

断

(３
)球

技
の

特
性

や
成

り
立

ち
、

技
術

の
名

称
や

行
い

方
、

関
連

し
て

高
ま

る
体

力
な

ど
を

理
解

し
、

課
題

に
応

じ
た

運
動

の
取

り
組

み
方

を
工

夫
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

主 に 学 習 ノ ー ト 等 に よ る 評 価 部 分

③
　

学
習

指
導

要
領

の
内

容
(1

.2
学

年
)

③
①

②
③

①
②

①
②

②
③

①
②

②
③

①
②

②
③

③
①

②
③

①
②

①
②

②
③

①
②

②
③

①
②

②
③

③
①

②
③

①
②

①
②

②
③

①
②

②
③

①
②

②
③

①
②

②
③

①
②

②
③

①
②

②
③②

①
③

④
②

①
③

④

①
②

③
①

②
③

②
①

③
④

②
①

③
④

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

ゲ
ー

ム
Ⅰ

(簡
易

的
内

容
)

準
備

運
動

補
強

運
動

・
パ

ス

・
ド

リ
ブ

ル

二
人

組
に

よ
る

活
動

部
分
→

連
携

共
通

メ
ニ

ュ
ー

(整
理

運
動

、
学

習
ノ

ー
ト
)

前
回

の

振
り

返
り

・
シ

ョ
ッ

ト
Ａ

レ
イ

ア
ッ

プ
シ

ョ
ッ

ト

Ｂ
セ

ッ
ト

シ
ョ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

分
け

グ
ル

ー
プ

別
基

本
メ

ニ
ュ

ー
(パ

ス
、

ド

リ
ブ

ル
、

シ
ョ

ッ
ト
)

グ
ル

ー
プ

別
基

本
メ

ニ
ュ

ー

( パ
ス

、
ド

リ
ブ

ル
、

シ
ョ

ッ
ト
)

４
対

４
パ

ス
重

視
ゲ

ー
ム

( 半
コ

ー
ト
)

３
対

３
空

間
動

作
、

連
携

プ
レ

ー
重

視
ゲ

ー
ム

５
対

５
全

コ
ー

ト
に

よ
る

ゲ
ー

ム

判
別

ゲ
ー

ム

リ
ー

グ
戦

動
き

や
ゲ

ー
ム

の
様

相
「
空

間
に

仲
間

と
連

携
し

て
走

り
込

み
、

ゴ
ー

ル
前

で
の

攻
防

を
展

開
す

る
ゲ

ー
ム

」

(味
方

/空
間

に
)パ

ス
評

価

(守
備

者
が

い
な

い

位
置

で
の

)シ
ョ
ッ

ト
評

価

( ゴ
ー

ル
前

の
空

い
て

い
る

場
所

に
) 動

く

こ
と

が
で

き
る

評
価

( 空
い

て
い

る
場

所
に

走

り
こ

む
)た

め
の

ド
リ

ブ
ル

評
価

勝
敗

を
競

う
楽

し
さ

や
喜

び
を

味
わ

い
、

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

の
学

習
に

積
極

的
に

取
り

組
も

う
と

す
る

分
担

し
た

役
割

を
果

た
す

こ
と

評
価

話
し

合
い

に
参

加

フ
ェ

ア
プ

レ
イ

を
認

め
る

事
故

防
止

安
全

上
の

留
意

点

評
価

仲
間

の
学

習
の

援
助

評
価

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

の
基

本
事

項
を

理
解

し
、

攻
撃

に
よ

り
ゴ

ー
ル

前
で

の
攻

防
を

展
開

で
き

る
よ

う
行

い
方

の
工

夫
を

す
る

パ
ス

の
特

性
や

成
り

立
ち

評
価

技
術

の
名

称
や

作
戦

の
名

称
と

そ
の

行
い

方
が

言
え

る

パ
ス

ド
リ

ブ
ル

シ
ョ
ッ

ト
ス

ク
リ

ー
ン

関
連

し
て

高
ま

る
体

力
が

言
え

る

評
価

簡
易

な
試

合
の

ル
ー

ル
が

言
え

る

運
動

の
行

い
方

の
ポ

イ
ン

ト
を

見
つ

け
る

評
価

課
題

に
応

じ
た

練
習

方
法

を
見

つ
け

る
評

価

安
全

上
の

留
意

点
を

他
の

場
面

に
当

て
は

め
る

評
価

ス ピ ン

肘 を ま っ す ぐ
ア ン ダ ー ス ピ ン

ス テ ッ プ

親
指

と
小

指
で

Ｙ

ポ
ジ

シ
ョ

ニ
ン

上
体

を
起

こ
す

ボ
ー

ル
見

な
い

①
( 守

備
者

が
い

な
い

位
置

で
の

) シ
ュ

ー
ト

頭
の

上
に

構
え

て
体

全
体

で
ボ

ー
ル

を
投

げ
る

よ
う

に
し

よ
う

ボ
ー

ル
の

持
ち

方
は

親
指

と
小

指
う

を
開

い
て

Ｙ
の

字
を

つ
く

る
( セ

ッ
ト

シ
ョ
ッ

ト
)

１
，

２
と

ス
テ

ッ
プ

し
て

ジ
ャ

ン
プ

す
る

ボ
ー

ル
を

そ
っ

と
置

く
よ

う
に

シ
ョ

ッ
ト

す
る
(レ

イ
ア

ッ
プ

シ
ョ
ッ

ト
)

②
(味

方
/空

間
に
)パ

ス

胸
の

前
に

構
え

て
、

両
腕

を
し

ぼ
り

出
す

よ
う

に
パ

ス
を

す
る
(チ

ェ
ス

ト
パ

ス
)

③
( 空

い
て

い
る

場
所

に
走

り
こ

む
た

め
の

) ド
リ

ブ
ル

ボ
ー

ル
を

見
な

い
で

ド
リ

ブ
ル

④
(ゴ

ー
ル

前
の

空
い

て
い

る
場

所
に
)動

く

お
互

い
に

声
掛

け
し

て
、

パ
ス

を
貰

い
や

す
い

位
置

に
動

い
て

み
る

⇒
ボ

ー
ル

が
も

ら
え

る
位

置
ま

で
動

く
こ

と
⇒

パ
ス

の
パ

タ
ー

ン
を

考
え

て
み

よ
う
(ス

ク
リ

ー
ン
)

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
を

守
る

こ
と

で
球

技
独

自
の

楽
し

さ
や

安
全

性
、

公

平
性

が
確

保
さ

れ
る

こ
と

、
ま

た
相

手
や

仲
間

の
素

晴
ら

し
い

プ
レ

イ
や

フ
ェ

ア
な

プ
レ

イ
を

認
め

る
こ

と
で

お
互

い
を

尊
重

す
る

気
持

ち
が

強
く

な
る

①
分

担
し

た
役

割
を

果
た

す
こ

と
は

練
習

や
ゲ

ー
ム

を
円

滑
に

進
め

る
こ

と
に

つ
な

が
る

こ
と

や
、

さ
ら

に
は

社
会

生
活

を
過

ご
す

上
で

必
要

な
責

任
感

を
育

て
る

こ
と

に
つ

な
が

る
こ

と

チ
ー

ム
の

作
戦

な
ど

に
つ

い
て

意
思

決
定

を
す

る
際

に
は

、
話

し
合

い
を

通
し

て
仲

間
の

意
思

を
聞

く
だ

け
で

な
く
、

自
分

の
意

見
も

述
べ

る
な

ど
、

そ
れ

ぞ
れ

の
考

え
を

つ
た

え
あ

う
こ

と

②
仲

間
の

学
習

を
援

助
す

る
こ

と
は

自
己

の
能

力
を

高
め

た
り

仲
間

と
連

帯
感

を
高

め
て

気
持

ち
良

く
活

動
す

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
り

す
る

③
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
で

起
き

や
す

い
ケ

ガ
に

は
ど

の
よ

う
な

も
の

が
あ

る
か

？
⇒

使
わ

な
い

ボ
ー

ル
は

片
付

け
よ

う
/パ

ス
の

際
は

声
掛

け
し

よ
う

①
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
の

特
性

は
？

手
で

ボ
ー

ル
を

扱
い

、
パ

ス
や

ド
リ

ブ
ル

を
使

っ
て

一
定

時
間

内
に

相
手

バ
ス

ケ
ッ

ト
に

シ
ョ

ッ
ト

し
て

、
得

点
を

競
う

ゴ
ー

ル
型

の
球

技

②
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
に

用
い

ら
れ

る
技

術
や

作
戦

の
名

称

③
ゴ

ー
ル

型
の

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

で
特

に
高

め
ら

れ
る

体
力

⇒
巧

緻
性

、
敏

捷
性

、
ス

ピ
ー

ド
、

全
身

持
久

力

反
則

に
は

ど
の

よ
う

な
も

の
が

あ
る

か
？

ボ
ー

ル
を

蹴
っ

た
り

足
で

と
め

た
り

し
て

は
い

け
な

い
ボ

ー
ル

を
も

っ
て
3 回

以
上

歩
い

て
は

い
け

な
い

プ
レ

イ
に

は
時

間
の

制
限

な
ど

が
あ

る
体

に
触

れ
る

と
反

則
な

ど

①
ボ

ー
ル

操
作

に
お

け
る

基
本

技
能

で
自

己
の

苦
手

状
態

は
な

に
か ⇒

そ
の

技
能

克
服

の
コ

ツ
は

、
練

習
内

容
は

？
ボ

ー
ル

を
持

た
な

い
と

き
の

動
き

に
お

け
る

行
い

方
の

ポ
イ

ン
ト

⇒
自

分
の

課
題

、
グ

ル
ー

プ
の

課
題

に
つ

い
て

考
え

よ
う

②
課

題
に

応
じ

た
練

習
方

法
を

見
つ

け
る

そ
れ

ぞ
れ

見
つ

け
た

課
題

に
対

し
て

練
習

方
法

を
考

え
、

実
践

す
る

③
球

技
全

般
に

お
け

る
安

全
上

の
注

意
す

べ
き

点
は

な
に

か
？

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

に
お

い
て

ど
う

活
用

し
、

安
全

に
行

う
か

話
し

合
い

、
実

行
す

る

資
料

３
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
：
単

元
構

造
図

（
詳

細
）
作

成
例
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佐藤，栫：鹿屋体育大学における2014年度保健体育科教育法Ⅳの授業実践とその省察

≪思考・判断≫
【観察】【ノート】

３　期　間　　平成２７　年　１月　２６日（月）

４　場　所　　花岡中学校体育館

５　学習指導要領の内容及び単元の目標　　　

６　単元の指導内容及び評価規準　

≪技能≫
【観察】

≪知識・理解≫
【観察】【ノート】

（１）次の運動について，勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，基本的な技能や仲間と連携した動きでゲームが展開で
　　　きるようにする。
　　　ア ゴール型では，ボール操作と空間に走り込むなどの動きによってゴール前での攻防を展開すること。

（２）球技に積極的に取り組むとともに，フェアなプレイを守ろうとすること，分担した役割を果たそうとすること，作戦などについての話合いに参加しようとすることなどや，健康・安全に気を配ることができるようにする。

（３）球技の特性や成り立ち、技術の名称や行い方、関連して高まる体力などを理解し、課題に応じた運動の取
　　　り組み方を工夫できるようにする。

評価規準

指導内容

＜技能＞ ＜態度＞ ＜知識＞

～している
～しようとしている

（～いる）
～ができる

～について、学習した
具体例を挙げている

～について、言ったり
書き出したりしている

≪関心・意欲・態度≫
【観察】

①球技バスケットボールの授業
に積極的に取り組もうとしてい
る。

・フェアなプレイを守ろうとし
ている。

・分担した役割を果たそうとし
ている。

・話し合いに参加しようとして
いる。

②仲間の学習を援助しようとし
ている。

③健康・安全に気を配ろうとし
ている。

①バスケットボールの特性や成
り立ちについて、言ったり書き
だしたりしている。

②バスケットボールの技術の名
称や行い方について、言ったり
書きだしたりしている。

③バスケットボールによる関連
して高まる体力について、学習
した具体例を挙げている。

・バスケットボールの試合の行
い方について、学習した具体例
を挙げている。

①ボール操作やボールを持たな
いときの動きなどの技術を身に
付ける時のための運動の行い方
のポイントを見付けている。

・自己やチームの課題を見付け
ている。

②提供された練習方法から、自
己やチームの課題に応じた練習
方法を選んでいる。

・仲間と協力する場面で、分担
した役割に応じた協力の仕方を
見付けている。

③学習した安全上の留意点を他
の練習場面や試合場面に当ては
めている。

保健体育科（体育　運動に関する領域）学習指導と評価の計画案　フォーマット

【単元計画】

１　単元名　入学年次（第１学年）　E　球技（ゴール型：バスケットボール）　　

２　対　象　　  組　35名(男子：15名、女子20名）

＜思考・判断＞

ボール操作
①ゴール方向に守備者がいない
位置でシュートをすることがで
きる。

②マークされていない味方にパ
スを出すことができる。

・得点しやすい空間にいる味方
にパスを出すことができる。

・パスやドリブルなどでボール
をキープすることができる。

ボールを持たないときの動き
・ボールとゴールが同時に見え
る場所に立つことができる。

③パスを受けるために、ゴール
前の空いている場所に動くこと
ができる。

・ボールを持っている相手を
マークすることができる。

資料３ バスケットボール：学習指導案例①
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８　学習指導の工夫

（１）学習の流れの工夫

（２）場の工夫

（３）学習資料の工夫

（４）その他

②

①

・単元前半で、基礎的・基本的な技能の習得をめざし、単元後半では、仲間との連携やチームでの課題練習を行うようにする。

関心
意欲
態度

評
価
内
容 知識

理解

思考
判断

①

・ゴールを使わずに学習課題を行い、動き方をより理解できるようにする。
・人数の工夫やハーフコートを活用し、運動課題が再現しやすようにする。

・学習ノートやグループカードを作成し、思考・判断ができるように工夫する。

・安全について、授業での決まりを作り、守ることができるように指導する。

①

②

技能

2 103 4

1714

9 14 15

13

時間

指
導
内
容 知識

理解

思考
判断

技能

関心
意欲
態度

5

総

20186 19

11 12 13 165 20

7

18 19

７　学習の流れ・指導と評価の計画

1 2 3 4 10 11

176 7 8

15 16

③

1

①

②

8 9

① ③ ②

①

①

①

12

② ③

③

②③

③

③

①

③ ②

②

共通メニュー（準備運動、今日の学習内容の確認）

共通メニュー（整理運動、振り返り、次回課題等）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

シ
ュ
ー
ト
ゲ
ー
ム

共通メニュー（ボール慣れ）

○
パ
ス
（
チ
ェ
ス
ト
パ
ス
、
バ
ウ
ン
ド
パ
ス
、

サ
イ
ド
ハ
ン
ド
パ
ス
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
パ
ス
）

○
ド
リ
ブ
ル
練
習

○
ピ
ボ
ッ
ト
練
習
（
ジ
ャ
ン
プ
ス
ト
ッ
プ
、

ス
ト
ラ
イ
ド
ス
ト
ッ
プ
）

・
オ
フ
ェ
ン
ス
練
習
（
ピ
ボ
ッ
ト
、
パ
ス
や

・パスリレー

・ドリブル相撲

・ドリブルリレー

セ
ッ
ト
シ
ュ
ー
ト

シ
ュ
ー
ト
ゲ
ー
ム

Ⅰ

レ
イ
ア
ッ
プ
シ
ュ
ー
ト

シ
ュ
ー
ト
ゲ
ー
ム

Ⅱ

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
練
習

１
対
１
・
２
対
１
の
攻
防

２
対
１
・
３
対
２
の
攻

３
対
３
・
５
対

4
の
攻

課
題
別
練
習

５対５の攻防
・課題確認

班
別
リ
ー
グ
戦

資料３ バスケットボール：学習指導案例②
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な
か
３
３
分

【ねらい】　レイアップシュートにチャレンジしよう

　　(柴田)

４　実際に、大学生のレイアップシュートを見る。

　

　　　予想される回答) ボードの角をねらう。
　　　　　　　　　　　高くジャンプする。

レイアップシュートの行い方を練習する（大塚）

５　ボールの投げ方を学習する
　　男子：片手、女子：両手で行う。
　　・その場で真上になるべく高く投げる。

　　・その場で「右、左、投げる」を行う。

６　ドリブルからのステップの確認(大塚)

　 ・ステップのリズムに気を付けながら、「1.2」のステップを踏

む。
　　・ボールも1で右、２で左のように足と同じ動きをする。
　　・「1.2.ジャンプ」でボールも投げる

〔班別に分かれて〕
　　レイアップシュート

　　・積極的にアドバイスし合いながら行う。

７　試しのシュートゲーム

　　・班対抗ごとシュートが決まった数又は、リングに当たった数を
　　　競う。（１分間。数は、大学生が数える。）

８　　班で話合い（作戦タイム）

　　・シュートゲームに向けた作戦を立てる。
　　・人の意見を聞くだけでなく、自分の意見も述べるようにする。

９　シュートゲーム
　　・班対抗ごとシュートが決まった数又は、リングに当たった数を
　　　競う。（１分間。数は、大学生が数える。）

は
じ
め
1
0
分

1　集合・整列・挨拶・出席確認を行う。(本山)

2　本時の説明を受ける。

・技能の学習は、フリーの状態でのシュートの一つであるレイアッ
プ・
 シュートを学習すること、態度の学習は、話し合いに参加する
 ことであることを確認する。

3　準備運動をする。(木村)

・ランニング(体つくり運動含む)
・徒手体操
・ボールを使った簡単ドリル

・ボールを使ったミニ遊び

1. 健康状態の把握を確実に行う。けがに留意するよう伝える。

2. レイアップ・シュートを知っているかを確認する。

   学習の流れを説明する際に、態度の評価機会であることを確認する。
　

　

3. 音楽をかけ、リズムに合わせて走ったり、スキップなどをして

　　体を温めると共に、生徒先生間の緊張をほぐすことを目的とする。
　　この時補助学生も参加して楽しい雰囲気を作る
　

１０　整理運動　(鳥越)

１１　本時のまとめ
・積極的に授業の感想を述べる。（発言）
・シュートを決めるためのポイントの確認。（発言）

・協力して話し合いに参加したかの確認（挙手）

１２　次回の確認、挨拶

7．整理運動
　…使った部位を意識して整理運動を行う。

8．本時のまとめ
・今回の授業の確認をする。

・生徒の返答から、シュートを決めた時の嬉しさ、仲間と協力する大切さに

　ついて説明する。ゴール型スポーツの共通の楽しさとして理解させる。

ま
と
め
７
分

4．レイアップシュートについてイメージを持たせる。

　　フリーの状態でのシュートの一つに「レイアップ・シュート」があるこ
とを
　　伝える。イラストを示して、レイアップ・シュートのイメージを持たせ
る。

　手立て)　イメージがもてない生徒に対しては、大学生の実演をみて
           イメージが持てるように指示する。

5．ホワイトボードを使い、ポイントを説明する。
　・図を使用する。

　・観点：ステップのリズム、狙う位置、力加減

 

 手だて)力の弱い女子生徒は、両手で行ってもよいことを伝える

5．「1.2」のリズムでステップを踏むように指導する。（声に出して）
　・待機中の生徒は、一緒にリズムをいうように指導する。

6．各班に大学生がサポートに入る。

※話し合いは介入しすぎず、観察する。≪関心・意欲・態度③≫

　
　・大学生が数を数える。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

生徒の学習内容・活動

【本時の展開】（　８/２０時間）

（１）本時の学習の指導内容（指導の重点）

＜技能①＞ゴール方向に守備者がいない位置でシュート（レイアップ・シュート）をすることができる。

（２）本時の評価内容

≪関心・意欲・態度②≫仲間の学習を援助しようとしている。【観察】（６/２０時間）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３）展開

教師の指導・手立てと評価

【学習内容】
ゴール方向に守備者がいない位置でシュート(レイアップ・シュート)するには、リズムよくジャンプする、バックボートの隅をねらう、ボールをゴー

ルに置くように扱うなどのポイントがあること

【発問】レイアップシュート
をする際に、どこに気を付け
ればよいでしょうか。大学生
のシュートを分析しよう。

・1.2.ジャンプができるようにする。
・バックボードの白枠の右角をねらう。

・下からボールを置くようにシュートする。

【発問】大学生のうまくいっ
ている動きのポイントを挙げ
てみよう。

【仲間の学習を援助しようとすること】チームの作戦や戦術などの学習課題の解
決に向けて仲間に助言したりすることを示し、自己の能力を高めたり、仲間との

連帯感を高めて気持ちよく活動することにつながることを理解。

資料３ バスケットボール：学習指導案例③
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資料３ バスケットボール：学習ノート例
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 平
成
２
７
年
０
１
月
２
６
日
 
 
 
 
 
学
籍
番
号
（
 
 
〇
〇
〇
 
 
）
 
 
 
 
 
 
氏
名
（
 
 
〇
〇
〇
 
 
 
〇
〇
〇
 
 
）
 
 
 
 
 
 
（
 
 
〇
 
 
）
班

 
  課

題
 

：
 

模
擬

授
業

の
映

像
を

見
て

、
授

業
者

（
教

師
役

）
の

 ①
教

材
の

選
択

・
活

用
・

工
夫

 
②

発
問

・
応

答
、

③
生

徒
へ

の
対

応
 

に
つ

い
て

、
評

価
し

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

  
評
価
 

原
因
 

改
善
策
 

そ
の
他
気
づ
い
た
点
 

教 材 の 選 択 ・ 活 用 ・ 工 夫 

教
材
の
選
択
と
し
て
、
音
楽
や
漫
画
の
画
像
と
い
っ
た
親
し

み
や
す
い
も
の
を
採
用
し
、
授
業
の
始
ま
り
か
ら
技
術
練
習

に
お
い
て
楽
し
く
明
る
く
練
習
で
き
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く

り
を
目
指
し
た
。
私
自
身
、
積
極
的
に
声
掛
け
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
介
し
て
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
信

頼
関
係
を
築
こ
う
と
努
め
た
。
し
か
し
、
声
掛
け
や
ア
ド
バ

イ
ス
に
集
中
す
る
あ
ま
り
安
全
面
の
配
慮
に
目
が
行
き
届
い

て
い
な
か
っ
た
の
が
致
命
的
だ
っ
た
。
模
範
や
画
像
を
用
い

て
の
質
問
、
伝
え
方
、
そ
し
て
連
続
し
た
画
像
を
映
し
た
授

業
の
学
習
カ
ー
ド
を
工
夫
し
た
。
 

実
際
の
現
場
で
は
、
一
人
一
人
を
指
導
で
き
る
時
間
は
少
な

く
、
一
人
を
見
る
時
間
や
指
導
で
き
る
時
間
な
ど
な
い
に
等

し
い
。
そ
の
中
で
一
人
や
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
み
を
見
て

し
ま
う
こ
と
は
視
野
が
狭
ま
り
周
り
が
見
に
く
く
な
る
最
悪

の
状
況
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
。
今
回
の
安
全

面
に
関
す
る
原
因
は
、
ず
ば
り
目
の
前
の
こ
と
の
み
を
見
て

い
た
、
考
え
い
た
た
め
で
あ
る
と
い
え
る
。
 

視
野
を
広
く
保
つ
た
め
、
ま
ず
は
全
体
を
見
る
癖
を
つ
け
る
。
そ
の
た
め

に
ま
ず
、
全
体
が
見
え
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、
ま
た
、
生
徒
か
ら
見
て
も
見
え

や
す
い
位
置
で
指
導
や
観
察
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
練
習
量
を
確
保
し
回

す
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
こ
と
も
必
要
な
要
素
で
は
あ
る
が
、
安
全
面
を
保

証
で
き
な
く
て
は
意
味
が
な
い
の
で
、
生
徒
に
安
全
面
の
注
意
を
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
指
導
者
も
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
授
業
展

開
や
指
導
内
容
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

授
業
の
流
れ
や
時
間
配
分
に
大
き
な
問
題
点
は
感
じ
ら

れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
大
勢
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
い

て
な
し
え
た
こ
と
が
多
い
の
で
、
実
際
の
シ
ュ
チ
ュ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
を
想
定
し
考
え
て
行
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
 

発 問 ・ 応 答 

一
つ
一
つ
の
生
徒
の
返
答
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
対
応
で
き

て
い
た
。
お
ど
お
ど
し
た
様
子
も
な
く
事
前
の
準
備
も
各
々

お
お
か
た
で
き
て
い
た
と
感
じ
た
。
発
問
と
し
て
は
、
レ
イ

ア
ッ
プ
シ
ュ
ー
ト
に
つ
い
て
、
ま
と
め
の
時
間
に
主
に
行
わ

れ
、
こ
ち
ら
側
が
ほ
し
い
返
答
に
う
ま
く
誘
導
し
て
い
る
シ

ー
ン
も
見
ら
れ
た
。
 

声
が
小
さ
く
生
徒
書
き
聞
き
と
り
に
く
い
シ
ー
ン
も
あ
っ
た

と
感
じ
た
。
教
師
役
の
学
生
の
自
己
満
足
や
自
分
の
ペ
ー
ス

で
説
明
し
て
い
る
場
面
も
あ
っ
た
。
 

生
徒
の
理
解
が
最
優
先
な
の
で
、
大
き
な
声
で
か
つ
ゆ
っ
く
り
と
、
声
の

高
さ
や
ス
ピ
ー
ド
、
強
弱
な
ど
も
利
用
し
よ
り
わ
か
り
や
す
い
聞
き
取
り

や
す
い
内
容
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
徒
の
表
情
や
眼
を
見
る
こ
と

か
ら
生
徒
の
理
解
レ
ベ
ル
や
、
頭
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
る
の
か
を

感
じ
判
断
し
な
が
ら
授
業
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

グ
ル
ー
プ
で
の
会
話
の
中
で
生
徒
間
の
協
力
、
協
調
、

自
発
的
・
積
極
的
な
発
言
、
参
加
を
求
め
て
い
た
が
、

そ
こ
で
の
教
師
の
行
動
発
言
の
詳
細
側
か
ら
な
か
っ
た

た
め
、
今
後
は
そ
の
点
に
つ
い
て
も
学
び
、
次
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。
 

生 徒 へ の 対 応 

グ
ル
ー
プ
に
学
生
ス
タ
ッ
フ
が

3
人
つ
く
と
い
う
非
現
実
的

な
授
業
展
開
で
あ
っ
た
。
ア
ッ
プ
時
の
声
掛
け
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
生
徒
が
散
ら
ば
っ
た
セ
ン
タ
ー
で
模
範
を
す
る
と
い
う

点
は
よ
か
っ
た
。
 

し
か
し
、
体
育
館
で
あ
り
、
ボ
ー
ル
が
バ
ウ
ン
ド
し
て
い
る

音
も
響
い
て
大
き
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
よ
り
聞
き
取
り
に

く
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
話
す
ス
ピ
ー
ド

が
速
く
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
り
づ
ら
い
と
な
る
と
、
時
間
を
消

費
し
て
説
明
し
て
も
そ
れ
に
見
合
っ
た
生
徒
の
理
解
が
な
け

れ
ば
授
業
内
容
と
し
て
は
厳
し
い
も
の
に
な
る
っ
だ
ろ
う
。
 

練
習
や
ア
ド
バ
イ
ス
、
模
範
を
始
め
る
前
に
、
ボ
ー
ル
を
全
員
に
取
っ
て

き
て
も
ら
う
前
で
も
構
わ
な
い
の
で
事
前
に
約
束
を
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
だ
ろ
う
。
約
束
と
は
、
「
集
合
の
時
は
ボ
ー
ル
を
つ
か
な
い
」
「
先
生

が
模
範
を
行
う
際
は
し
っ
か
り
観
察
し
話
を
聞
き
、
ボ
ー
ル
に
は
触
れ
な

い
」
な
ど
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
た
方
が
一
体
感
も
生
ま
れ
、
説
明
の
流

れ
も
一
気
に
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
だ
ろ
う
。
 

時
間
の
関
係
上
、
生
徒
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

れ
る
時
間
が
少
な
か
っ
た
り
、
特
定
の
生
徒
と
し
か
話

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
状
況
だ
っ
た
の

で
、
他
の
グ
ル
ー
プ
の
生
徒
に
も
明
る
く
前
向
き
な
ア

ド
バ
イ
ス
や
声
掛
け
を
行
う
べ
き
だ
っ
た
と
感
じ
た
。
 

資
料
３
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
：
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト
例
①

13
/1
5回
作
成



－66－

鹿屋体育大学学術研究紀要　第52号，2016

＜
模

擬
授

業
を

行
っ

て
み

て
a
n
d

模
擬

授
業

を
受

講
し

て
、

全
体

を
通

し
て

の
感

想
＞

 

 初
め
て
の
模
擬
授
業
を
担
当
し
て
、
時
間
配
分
の
大
切
さ
と
事
前
準
備
、
安
全
面
の
配
慮
に
関
し
て
特
に
改
め
て
重
要
性
を
感
じ
た
。
自
分
の
専
門
種
目
と
コ
ー
チ
ン
グ
を
し
た
経

験
は
あ
る
も
の
の
、
全
く
経
験
な
い
球
技
を
教
え
る
と
い
う
難
し
さ
、
思
わ
ぬ
ア
ク
シ
デ
ン
ト
「
時
間
的
な
」
が
起
き
た
と
き
の
対
処
、
全
体
を
見
な
が
ら
も
ア
ク
シ
デ
ン
ト
「
事

故
的
な
」
が
起
こ
ら
ぬ
よ
う
に
注
意
深
く
観
察
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
今
回
の
授
業
で
メ
ガ
ネ
を
か
け
た
生
徒
が
事
故
に
な
り
か
け
た
こ
と
も
あ
り
、
目
的
だ
け
を
優
先
し
て
考

え
て
し
ま
う
と
危
険
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
。
時
間
配
分
も
多
め
に
考
え
て
お
く
く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
よ
く
、
花
岡
中
学
校
で
は
集
合
や
整
列
で
の
タ
イ
ム
ロ
ス
が
最
小

限
な
た
め
こ
ち
ら
側
が
ス
ム
ー
ズ
に
授
業
展
開
が
で
き
て
い
る
シ
ー
ン
も
あ
っ
た
と
感
じ
た
。
他
の
中
学
校
、
高
等
学
校
で
は
こ
こ
ま
で
タ
イ
ム
ロ
ス
の
少
な
い
学
校
は
な
か
な
か

な
い
と
思
う
の
で
、
集
合
や
整
列
は
必
要
な
時
に
、
必
要
最
低
限
の
ポ
イ
ン
ト
だ
け
を
説
明
す
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
だ
と
感
じ
た
。
そ
し
て
、
実
技
で
の
最
初
の
授
業
の
導
入
に
あ
た

り
、
音
楽
を
か
け
る
、
楽
し
い
話
題
に
触
れ
な
が
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
生
徒
の
今
か
ら
始
ま
る
授
業
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
気
持
ち
の
動
機
づ
け
と
し
て
よ
い

も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
感
じ
た
。
全
体
的
に
相
変
わ
ら
ず
声
の
問
題
は
減
ら
な
い
も
の
の
、
雰
囲
気
、
授
業
の
流
れ
、
時
間
配
分
と
し
て
は
ま
ず
ま
ず
の
感
触
だ
っ
た
。
先
生
役

の
私
自
身
楽
し
く
感
じ
ら
れ
た
シ
ー
ン
も
多
く
あ
っ
た
の
で
、
今
後
は
課
題
店
の
声
、
話
し
方
に
気
を
つ
け
、
さ
ら
に
良
い
授
業
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
指
導
案
や
単
元
構
造
図
の
作
成
な
ど
も
、
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
、
生
徒
の
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
も
の
を
選
択
で
き
る
よ
う
試
行
錯
誤
、
創
意
工
夫
を
し
て
い
き
適
切
な
授
業
の

教
材
を
選
択
し
、
自
己
の
実
践
レ
ベ
ル
を
高
め
て
い
き
た
い
。
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リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
 

本
時
の
ね
ら
い
 

≪
関
心
・
意
欲
・
態
度
②
≫
仲
間
の
学
習
を
援
助
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
【
観
察
】
（
６
/２

０
時
間
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 

①
 
 
本
時
の
ね
ら
い
を
理
解
し
、
そ
の
ね
ら
い
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
か
。
 

（
 
理
解
の
状
況
、
指
導
場
面
で
の
働
き
か
け
、
教
材
や
介
入
の
修
正
等
に
つ
い
て
振
り
返
る
）
 

 

自
身
の
取
り
組
み
で
よ
か
っ
た
点
、
達
成
で
き
た
点
 

修
正
す
べ
き
点
 

次
回
の
対
応
策
 

・
５
分
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
授
業
内
容
を
ま
と
め

発
問
や
応
答
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
自
主
的
発
言
を

促
す
こ
と
が
で
き
た
。
要
点
を
ま
と
め
る
こ
と
も
で
き
、
「
球
技

共
通
の
楽
し
さ
」
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
積
極
的
に
発
言
、
協
力

で
き
た
か
の
質
問
」
「
今
回
の
授
業
の
感
想
」
を
盛
り
込
む
こ
と

が
で
き
た
。
 

・
授
業
序
盤
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
ア
ド
リ
ブ
で
は
あ
っ
た
が
、
生
徒

や
授
業
の
雰
囲
気
を
緩
和
し
明
る
く
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
引
き
継

ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
 

・
5
分
間
の
中
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
の
、
学
習
カ
ー
ド
を
記
入

し
て
も
ら
い
そ
の
授
業
内
に
提
出
す
る
と
い
う
流
れ
に
は
も
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
カ
ー
ド
を
配
る
タ
イ
ミ
ン
グ
、
記

入
し
て
も
ら
う
タ
イ
ミ
ン
グ
、
自
分
が
話
す
タ
イ
ミ
ン
グ
、
話
す

時
間
な
ど
、
実
践
を
通
し
経
験
を
つ
ん
で
い
く
う
え
で
こ
の
繊
細

な
が
ら
も
重
要
な
「
タ
イ
ミ
ン
グ
」
と
「
時
間
の
使
い
方
」
を
う

ま
く
操
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
た
い
。
 

・
指
導
案
や
単
元
構
造
図
を
ま
だ
う
ま
く
き
れ
い
に
簡
潔
に
書
く

こ
と
も
ま
と
め
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
の
活
動
で

は
一
人
で
も
あ
る
程
度
こ
な
せ
る
よ
う
に
段
階
的
に
で
も
そ
の
能

力
を
獲
得
し
、
次
に
生
か
せ
る
よ
う
努
め
た
い
。
 

・
実
際
は
一
人
で
授
業

1
コ
マ
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今

ま
で
以
上
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
強

く
、
感
じ
た
こ
と
の
な
い
異
質
の
重
圧
の
中
し
ば
ら
く
教
育
実
習

な
ど
で
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中

で
も
堂
々
と
授
業
が
展
開
で
き
る
ほ
ど
の
自
信
と
、
ト
ー
ク
力
を

身
に
着
け
て
お
き
た
い
。
 

・
安
全
面
の
配
慮
と
し
て
、
全
体
を
見
る
と
い
う
意
識
を
強
く
持

ち
、
か
と
い
っ
て
何
気
な
く
全
体
を
見
渡
す
の
で
は
な
く
、
で
き

て
い
な
い
生
徒
に
対
し
て
ど
う
接
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
れ
ば
よ

い
の
か
、
生
徒
に
よ
っ
て
接
し
方
や
指
導
の
仕
方
は
さ
ま
ざ
ま
あ

る
の
で
、
よ
り
多
く
の
実
践
の
中
で
「
対
応
力
」
も
磨
い
て
い
き

た
い
。
 

②
 
 
指
導
の
計
画
へ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
 

次
ペ
ー
ジ
の
本
時
の
計
画
と
実
際
の
授
業
の
ず
れ
を
振
り
返
っ
て
検
証
し
て
く
だ
さ
い
。
 

計
画
と
実
際
で
異
な
っ
た
点
 

ず
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
応
で
き
た
か
、
で
き
な
か
っ
た
か
。
 

次
回
の
対
応
策
（
計
画
の
修
正
、
自
身
の
修
正
）
 

・
模
範
演
技
を
す
べ
て
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
 

・
模
範
演
技
や
説
明
時
間
も
短
く
少
な
か
っ
た
た
め
、
生
徒
が
理

解
し
て
い
る
の
か
を
確
認
で
き
ず
に
授
業
が
進
ん
で
し
ま
っ
て
い

た
。
 

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
時
間
が

1
分
か
ら

3
分
に
変
わ
り
ま
と
め

の
時
間
が

5
分
間
と
な
っ
た
。
 

・
模
範
演
技
要
員
が
自
分
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
他
の
メ
ン
バ

ー
が
成
功
し
て
い
た
の
で
よ
か
っ
た
も
の
の
、
視
覚
的
記
憶
と
イ

メ
ー
ジ
を
必
要
と
す
る
場
面
で
の
ミ
ス
だ
っ
た
の
で
、
生
徒
に
は

申
し
訳
な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
と
感
じ
た
。
 

・
授
業
の
中
で
随
時
ア
ド
バ
イ
ス
や
で
き
て
い
な
い
子
を
指
導
し

て
い
く
こ
と
で
若
干
は
説
明
模
範
演
技
不
足
を
補
う
こ
と
は
で
き

た
か
と
は
思
っ
た
が
、
合
格
ラ
イ
ン
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
 

・
5
分
間
で
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
い
い
も
の
の
、
最
後
の

学
習
カ
ー
ド
記
入
と
提
出
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
Ｈ
Ｒ
後
に
担

当
の
先
生
へ
提
出
し
て
も
ら
う
よ
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
、
そ
の
後
そ

の
担
当
の
先
生
か
ら
学
習
カ
ー
ド
を
預
か
る
と
い
う
流
れ
で
無
事

授
業
は
終
了
し
た
が
、
決
し
て
ベ
ス
ト
と
は
言
え
な
い
最
後
だ
っ

た
。
 

私
と
し
て
は
、
ま
と
め
方
を
も
う
少
し
工
夫
し
方
言
に
気
を
付
け

る
こ
と
が
ま
ず
一
つ
。
そ
し
て
、
わ
か
り
や
す
い
模
範
演
技
を
行

う
こ
と
が
二
つ
目
。
そ
し
て
、
修
正
と
し
て
、
ゴ
ー
ル
し
て
も

1

点
、
リ
ン
グ
に
あ
た
っ
て
も

1
点
と
、
ゲ
ー
ム
レ
ベ
ル
を
落
と
し

た
が
そ
れ
が
裏
目
と
な
り
、
入
れ
て
も
入
れ
な
く
て
も
同
じ
な
ら

当
て
る
だ
け
あ
て
て
早
く
回
れ
ば
い
い
と
い
う
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
考
え
を
引
き
出
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な

考
え
に
生
徒
が
な
っ
て
し
ま
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
で
、
入

っ
た
ら

2
点
、
入
ら
な
く
て
も
リ
ン
グ
に
当
た
れ
ば

1
点
と
し
た

方
が
、
生
徒
の
意
欲
も
上
が
り
、
積
極
的
に
も
な
り
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
活
発
に
な
っ
た
の
で
は
と

感
じ
た
。
 

 


